
82 8,150 ―
指標
活動 老人クラブ加入率（％） 25.0 24.2 23.5 23.5 ―
指標

老人クラブ加入率
他市との 　平成25年度　碧南市36.5％、安城市26.3％、知立市19.4％、高浜市16.1％
比較検証 　平成24年度　碧南市37.0％、安城市26.6％、知立市19.7％、高浜市16.1％

　各市とも前年度に比較して、加入率が減少している。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 7,718 7,671 7,581 8,623 合計 7,581,448 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 2,308 1,913 2,020 1,680 交付金 7,581,448 円

一般財源 5,410 5,758 5,561 6,943

職員人件費　② 2,871 3,183 2,805 3,151

総事業費（①＋②） 10,589 10,854 10,3

Ｄ

86 11,774

建
設

　

事
業

全体事業費（単位

　

：千円） 0 ２５年度特

　

定財源名称

２５年度迄

Ｏ

の累積事業費 0 老人ク

　

ラブ補助金（県）
老人

　

クラブ連合会補助金（

∧

県

２７年度以降の事業

　

費見込 0 ）

　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

６

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 福祉安全

基本

度

施策 高齢者福祉
施策体

　

系
施策の内容 高齢者の

刈

社会参加・生きがいづ

谷

くり

目
　
　
　
的

　老人

市

クラブ活動の活性化に

事

より、高齢者の

主
た
る

務

内
容

　刈谷市老人クラ

事

ブ連合会及び単位老人

業

クラ
生きがいと健康づ

評

くりの推進を図る。 ブ

価

に補助金を交付する。

シ

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

ー

市介護保険事業計画・

ト

刈谷市高齢者福祉計画

（

根拠法令 刈谷市老人ク

様

ラブ等補助金交付要綱

式

対象者 ※主たる内容に

１

記載 事業期間 昭和４７

）

年度 ～

実施方法 □直営

会

　□委託　□指定管理

計

　■補助・助成　□そ

名

の他

担当部 長寿保険部

Ｂ
　
事
　
業
　

一

実
　
績

２３年度実績 ２

般

４年度実績 ２５年度実

会

績 ２６年度計画

・老人

計

クラブ連合会及び単位

高

・老人クラブ連合会及

齢

び単位 ・老人クラブ連

者

合会及び単位 ・老人ク

団

ラブ連合会及び単位
　

体

老人クラブ（58クラ

等

ブ）へ 　老人クラブ（

助

58クラブ）へ 　老人

成

クラブ（57クラブ）

事

へ 　老人クラブ（57

業

クラブ）へ
　補助金の

担

交付 　補助金の交付 　

当

補助金の交付 　補助金

課

の交付
　
※事業統合に

長

より「高齢者の
　生き

寿

がいと健康づくり推進

課

　事業」にて実施
　（

款

予算額8,623,0

項

00円）

　老人クラブ

目

連合会及び各単位老人

担

クラブへ補助金を交付

当

し、活動を支援するこ

係

とで、自主的に様々な

管

活動を企画運営す

成果

理

ることができ、会員の

係

生きがいと健康づくり

3

を推進することができ

1

た。

(できたこと)

　

3

会員数は年々減少しており、活動内容を見直す等、加入促進を図る必要がある。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 老人クラブ会員数（人） 8,237 8,158 8,0



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　高齢者が自分の住んでいる地域で、仲

平

間づくりや生きが
・法

成

的業務
高い

いと健康づ

２

くりができる老人クラ

６

ブの役割は重要であり

年

、
必要性 ・市民ニーズ

度

、社会需要 必要度は高

　

い。
・市民生活上必要

刈

である　など

　補助金

谷

を交付することにより

市

、連合会及び単位老人

事

クラ
・コストの節減、

務

費用対効果
高い

ブの活

事

動の活性化を図ること

業

ができる。
効率性 ・執

評

行体制の効率性
・手段

価

の最適性　など

　各単

シ

位老人クラブが主体と

ー

なって様々な活動を行

ト

うこと
・市が主体とな

（

って実施する
高い

によ

様

り、市が主体となって

式

はできないような、地

２

域の実情
妥当性 　べき

）

事業であるか に合った

会

きめ細かい対応ができ

計

るため、市としては補

名

助金
・総合計画との整

担

合性　など を交付して

当

各クラブの活動を支援

部

する方法が適切である

長

。

　老人クラブの活動

寿

を活性化することによ

保

り、総合計画の

施策へ

険

の ・施策への貢献度
高

部

い
目標である、高齢者

一

の社会参加・生きがい

般

づくりを達成す
・目標

会

達成度 ることができる

計

。
貢献度 ・市民サービ

高

スへの効果　など

今後

齢

の方向性 □拡充　■現

者

状維持　□改善・効率

団

化　□縮小　□終期設

体

定　□休止・廃止

　全

等

国的に老人クラブの会

助

員数は年々減少傾向に

成

あり、特に60歳代の

事

加入者が少ない。これ

業

は定年延長によりまだ

担

現
役で働いている方や

当

、自分なりのライフス

課

タイルを持っている方

長

が多くなっていること

寿

によるものである。
　

課

老人クラブ連合会及び

款

各単位老人クラブにお

項

いて、より魅力的な活

目

動を行うことで会員の

担

増加に努めるとともに

当

、
高齢者の生きがいと

係

健康づくりの推進を図

管

ることができるよう、

理

今後も継続して補助金

係

を交付していく。

3 1 3

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨



い、ひとり暮らし高齢者の増加が見込まれるため、より一層の周知啓発が必要である。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 緊急通報システム機器利用者数（人） 486 503 524 540 570
指標
活動 通報件数（件） 150 203 222 ― ―
指標

　県内全市で同様の事業を実施している。
他市との 　設置費用やリース料金は市負担。基本料金は市負担と利用者負担があり、一部の市は所得に応じて利用者
比較検証 負担としている。通話料は利用者負担が多い。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 12,178 12,457 12,853 20,090 合計 12,852,588 円
委託料 12,852,588 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 329

一般財源 12,178 12,457 12,853 19,761

職員人件費　② 2,512 1,698 1,683 7,841

総事業費（

Ｄ

①＋②） 14,690

　

14,155 14,5

　

36 27,931

建
設

　

事
業

全体事業費（単位

Ｏ

：千円） 0 ２５年度特

　

定財源名称

２５年度迄

　

の累積事業費 0

２７年

∧

度以降の事業費見込 0

　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

６

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 福祉

度

安全

基本施策 高齢者福

　

祉
施策体系

施策の内容

刈

高齢者世帯への生活支

谷

援

目
　
　
　
的

　ひとり

市

暮らし高齢者等の自宅

事

に緊急通報シ

主
た
る
内

務

容

　65歳以上で在宅

事

のひとり暮らし高齢者

業

等に
ステム機器を設置

評

することにより、急病

価

、事 対し、急病・事故

シ

等の緊急時に、ボタン

ー

ひと
故等の緊急時に迅

ト

速に対処し、日常生活

（

の安 つで連絡がとれる

様

緊急通報システムを設

式

置し､
全確保と不安解

１

消を図り、もって福祉

）

の増進 看護師等の知識

会

を持つ専門スタッフが

計

24時間
を図る。 体制

名

で適切な対処を行う。

担

　設置費用及び機器使

当

用料は市が負担する。

部

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

長

市介護保険事業計画・

寿

刈谷市高齢者福祉計画

保

根拠法令 刈谷市緊急通

険

報システム設置事業実

部

施要綱

対象者 65歳以

一

上のひとり暮らし高齢

般

者等 事業期間 平成５年

会

度 ～

実施方法 ■直営　

計

■委託　□指定管理　

緊

■補助・助成　□その

急

他

通報システム整備

Ｂ
　
事
　
業
　
実

事

　
績

２３年度実績 ２４

業

年度実績 ２５年度実績

担

２６年度計画

利用者数

当

　486人 利用者数　

課

503人 利用者数　5

長

24人 利用者数　54

寿

0人
通報件数　150

課

件 通報件数　203件

款

通報件数　222件 　

項

　　（救急、相談、連

目

絡等） 　　（救急、相

担

談、連絡等） 　　（救

当

急、相談、連絡等） ※

係

事業統合により｢高齢

高

者日常
　生活支援事業

齢

｣にて実施
　（予算額

福

20,090,000

祉

円）

　ひとり暮らし高

係

齢者等の自宅に緊急通

3

報システム機器を設置

1

することにより、急病

3

、事故等の緊急時に迅速に対処し、

成果 日常生活の安全確保と不安解消を図り、もって福祉の増進を図ることができた。

(できたこと)

　高齢化の進行に伴



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　ひとり暮らし高齢者が増加す

平

る中、自宅内で具合が

成

悪く
・法的業務

高い
な

２

るなど緊急時に対応す

６

ることができ、日常生

年

活の安全確
必要性 ・市

度

民ニーズ、社会需要 保

　

と不安解消を図るため

刈

に必要性の高い事業で

谷

ある。
・市民生活上必

市

要である　など

　専門

事

業者に委託しており、

務

24時間体制で救急要

事

請や相談
・コストの節

業

減、費用対効果
高い

な

評

どの緊急通報に対応し

価

、必要な支援につなげ

シ

るため、効
効率性 ・執

ー

行体制の効率性 率性が

ト

高い。
・手段の最適性

（

　など

　個人で緊急通

様

報システムを設置する

式

には費用負担が大き
・

２

市が主体となって実施

）

する
高い

いため、ひと

会

り暮らし高齢者の安全

計

確保のためには、市が

名

妥当性 　べき事業であ

担

るか 実施することが妥

当

当である。また、総合

部

計画においても高
・総

長

合計画との整合性　な

寿

ど 齢者の在宅生活を支

保

援する事業として、実

険

施すべき施策の
内容と

部

位置づけられている。

一

　刈谷市介護保険事業

般

計画・刈谷市高齢者福

会

祉計画に基づ

施策への

計

・施策への貢献度
高い

緊

き、高齢者が住み慣れ

急

た地域や家庭で安心し

通

て自立した生
・目標達

報

成度 活を営めるよう、

シ

在宅生活を支援するた

ス

めの事業として実
貢献

テ

度 ・市民サービスへの

ム

効果　など 施している

整

。

今後の方向性 □拡充

備

　■現状維持　□改善

事

・効率化　□縮小　□

業

終期設定　□休止・廃

担

止

　ひとり暮らし高齢

当

者が増加する中、日常

課

生活の安全確保と不安

長

解消を図るため、今後

寿

も継続して事業を実施

課

する。

款 項 目

Ｃ
 

担

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　

当

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

係 高齢福祉係

3 1 3



0円 　補助額　220,000円
　
※事業統合により「住宅改善
　費等補助事業」にて実施
　（予算額45,526,000円）

①要支援・要介護認定者が自宅で安全に生活できる住環境の整備をが図られ、本人や家族の負担が軽減された。

成果 　

(できたこと) ②給付管理されていない要支援・要介護認定者であっても円滑に住宅改修の申請ができた。

　高齢者の増加とともに必要コストが大きくなってしまう。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 補助件数【①住宅改善費補助】（件） 132 138 223 324 ―
指標
活動 補助件数【②介護保険住宅改修支援業務補助】（件 47 62 68 110 ―
指標 ）

  西三河9市すべて実施しており、補助上限額や補助率に差はあるが、補助対象改修費を10万円としている
他市との 市が多い。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予

Ｄ

算） 事業費内訳

事業費

　

　① 10,257 10

　

,213 22,734

　

45,526 合計 22

Ｏ

,734,020 円

　

負担金、補助及び

財
　

　

源

特定財源 0 0 0 0 交

∧

付金 22,734,0

　

20 円

一般財源 10

　

,257 10,213

実

22,734 45,5

　

26

職員人件費　② 7

　

18 707 1,403

施

1,979

総事業費（

　

①＋②） 10,975

　

10,920 24,1

∨

37 47,505

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

６

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 高齢者福祉

　

施策体系
施策の内容 介

刈

護サービスの充実

目
　

谷

　
　
的

　心身機能が低

市

下した在宅の要支援・

事

要介護

主
た
る
内
容

①要

務

支援・要介護認定者が

事

住宅改修を行う際
認定

業

者が、住み慣れた自宅

評

で安全に生活でき 　に

価

、改修費が介護保険の

シ

給付対象上限額20
る

ー

ようにする。 　万円を

ト

超えた場合に補助する

（

。
　・平成25年5月

様

まで　
　　　補助対象

式

改修費 10万円、補

１

助率 100％
　・平

）

成25年6月から　
　

会

　　補助対象改修費 

計

20万円、補助率 9

名

0％
　
②給付管理され

担

ていない人の介護保険

当

の住宅
　改修が必要な

部

理由書を作成した居宅

長

介護支 
  援事業者

寿

等へ1件につき2,0

保

00円を補助する｡

位

険

置
づ
け

関連計画 刈谷市

部

介護保険事業計画・刈

一

谷市高齢者福祉計画

根

般

拠法令 ①刈谷市住宅改

会

善費補助金交付要綱　

計

②刈谷市介護保険住宅

住

改修支援業務補助金交

宅

付要綱

対象者 ※主たる

改

内容に記載 事業期間 平

善

成１２年度 ～

実施方法

費

■直営　□委託　□指

補

定管理　■補助・助成

助

　□その他

事業
担当課 長寿課

Ｂ
　
事

款

　
業
　
実
　
績

２３年度

項

実績 ２４年度実績 ２５

目

年度実績 ２６年度計画

担

①補助件数　　 　1

当

32件 ①補助件数　　

係

　 138件 ①補助件

介

数　　　 223件 ①

護

補助件数　　　 32

認

4件
　補助額　10,

定

163,471円 　補

給

助額　10,089,

付

165円 　補助額　2

係

2,598,020円

3

　補助額　37,31

1

0,000円
　 　 　 　

3

②補助件数：　47件 ②補助件数　　 62件 ②補助件数　   68件 ②補助件数　　110件
　補助額：94,000円 　補助額　124,000円 　補助額　136,00



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　介護保険での給付対象を超えた

平

住宅改修費に対する補

成

助
・法的業務

高い
事業

２

であるが、高齢者の増

６

加に伴い補助件数が増

年

加してお
必要性 ・市民

度

ニーズ、社会需要 り、

　

市民ニーズの高い事業

刈

である。
・市民生活上

谷

必要である　など

　介

市

護保険の給付申請と市

事

の補助申請をひとつの

務

申請で対
・コストの節

事

減、費用対効果
高い

応

業

するなど、申請者の利

評

便性と事務の効率化が

価

図られてい
効率性 ・執

シ

行体制の効率性 る。
・

ー

手段の最適性　など

　

ト

介護保険サービスに係

（

わる事業のため、保険

様

者の市が実
・市が主体

式

となって実施する
高い

２

施すべき事業である。

）

妥当性 　べき事業であ

会

るか 　高齢者が住み慣

計

れた地域や家庭で安心

名

して暮らせるよう
・総

担

合計画との整合性　な

当

ど 総合計画で介護サー

部

ビスの充実を図る上で

長

必要な事業であ
る。
　

寿

自宅で安心して暮らす

保

ために必要となる住環

険

境の整備が

施策への ・

部

施策への貢献度
高い

図

一

られており、介護サー

般

ビスの充実に大きく貢

会

献している
・目標達成

計

度 。
貢献度 ・市民サー

住

ビスへの効果　など

今

宅

後の方向性 □拡充　■

改

現状維持　□改善・効

善

率化　□縮小　□終期

費

設定　□休止・廃止

　

補

高齢化が進む中、第5

助

期刈谷市介護保険事業

事

計画・高齢者福祉計画

業

の重点課題である地域

担

包括ケアシステムの推

当

進施
策である高齢者の

課

住まいの整備を促進す

長

るため、平成25年6

寿

月より補助対象改修費

課

の上限額を10万円か

款

ら20万円に拡充
した

項

。また、同時に補助率

目

を介護保険の給付率に

担

合わせ100％から9

当

0％として補助制度の

係

適正化を図った。

介護認定

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ

給

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　

付

評
　
価
　
∨

係

3 1 3



0 58 141

職員人件費　② 72 672 701 660

総事業費（①＋②） 136 742 759 801

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

６

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 高齢者福祉

　

施策体系
施策の内容 高

刈

齢者世帯への生活支援

谷

目
　
　
　
的

　福祉有償

市

運送の必要性、対価が

事

適切なもの

主
た
る
内
容

務

○協議会の開催
である

事

か等について協議し、

業

福祉有償運送の
適切な

評

運営を図る。

位
置
づ
け

価

関連計画  

根拠法令 刈

シ

谷市福祉有償運送運営

ー

協議会設置要綱

対象者

ト

協議会委員 事業期間 平

（

成１７年度 ～

実施方法

様

■直営　□委託　□指

式

定管理　□補助・助成

１

　□その他

）

会計名 担当部 長

Ｂ
　
事

寿

　
業
　
実
　
績

２３年度

保

実績 ２４年度実績 ２５

険

年度実績 ２６年度計画

部

・協議会の開催 ・協議

一

会の開催 ・協議会の開

般

催 ・協議会を最低1回

会

は開催予定
　開催日 

計

11月7日 　開催日 

福

11月13日 　開催日

祉

 1月28日

　運営協

有

議会での合意に基づき

償

道路運送法第79条の

運

登録をすることにより

送

、ＮＰＯ等による自家

運

用自動車を使用した有

営

償

成果 運送が可能とな

協

り移動制約者の移送手

議

段を確保することがで

会

きた。

(できたこと)

事

 
課題

(できなか 

 

業

ったこと)

指標名称（

担

単位）
実績値 目標値

２

当

３年度 ２４年度 ２５年

課

度 ２６年度 ２８年度

活

長

動 協議会開催数（回）

寿

1 1 1 1 1
指標

 
指標

課

 
他市との
比較検証

款 項 目 担当係 管理係

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

3

ト

単位：千円
２３年度

1

２４年度 ２５年度 ２６

1

年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 64 70 58 141 合計 57,600 円
報償費 57,600 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 64 7



負担分を一般会計から介護保険会計に繰り出すことで、介護保険会計の

成果 健全な運営を行うことができた。

(できたこと)

 
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 繰出額（千円） 874,855 903,241 929,804 992,978 ―
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 874,855 903,241 929,804 992,978 合計 929,804,000 円
繰出金 929,804,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 874,855 903,241 929,804 992,978

職員人件費　② 72 71 70 73

総事業費（①＋②） 874,927 903,312 929,874 993,051

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

６

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 福祉

度

安全

基本施策 高齢者福

　

祉
施策体系

施策の内容

刈

介護サービスの充実

目

谷

　
　
　
的

　介護保険事

市

業の円滑な運営を図る

事

。

主
た
る
内
容

　介護保

務

険事業に係る介護給付

事

費、地域支援
事業費、

業

総務費の市負担分を介

評

護保険会計に
繰り出す

価

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

シ

谷市介護保険事業計画

ー

・刈谷市高齢者福祉計

ト

画

根拠法令 介護保険法

（

対象者 対象者を限定せ

様

ず 事業期間 平成１２年

式

度 ～

実施方法 □直営　

１

□委託　□指定管理　

）

□補助・助成　■その

会

他

計名 担当部 長寿保

Ｂ
　
事
　
業
　
実

険

　
績

２３年度実績 ２４

部

年度実績 ２５年度実績

一

２６年度計画

介護給付

般

費分： 介護給付費分：

会

介護給付費分： 介護給

計

付費分：
　　　　　　

介

 652,132,0

護

00円 　　　　　　 

保

693,161,00

険

0円 　　　　　　 7

会

26,200,000

計

円 　　　　　　 78

繰

3,879,000円

出

地域支援事業費分： 地

事

域支援事業費分： 地域

業

支援事業費分： 地域支

担

援事業費分：
　　　　

当

　　　23,034,

課

000円 　　　　　　

長

　25,592,00

寿

0円 　　　　　　　2

課

6,303,000円

款

　　　　　　　27,

項

482,000円
総務

目

費分： 総務費分： 総務

担

費分： 総務費分：
　　

当

　　　　 199,6

係

89,000円 　　　

介

　　　 184,48

護

8,000円 　　　　

保

　　 177,301

険

,000円 　　　　　

企

　 181,617,

画

000円
　計 　計 　計

係

　計
　　　　　　 8

3

74,855,000

1

円 　　　　　　 90

3

3,241,000円 　　　 　　　929,804,000円 　　　 　　　992,978,000円

　介護保険法に規定されている介護給付費等の市



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 26,536 23,863 24,698 49,369 合計 24,697,710 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 24,697,710 円

一般財源 26,536 23,863 24,698 49,369

職員人件費　② 1,436 1,061 1,052 879

総事業費（①＋②） 27,972 24,924 25,750 50,248

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

２

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

６

事
　
業
　
概
　
要

総合計

年

画
分野 福祉安全

基本施

度

策 高齢者福祉
施策体系

　

施策の内容 高齢者の社

刈

会参加・生きがいづく

谷

り

目
　
　
　
的

　定年退

市

職者等に対する就業機

事

会の確保をは

主
た
る
内

務

容

○刈谷市シルバー人

事

材センターに補助金を

業

交
じめとした、高齢者

評

能力活用事業の推進を

価

図 付する。
る。

位
置
づ

シ

け

関連計画 刈谷市介護

ー

保険事業計画・刈谷市

ト

高齢者福祉計画

根拠法

（

令 高年齢者等の雇用の

様

安定等に関する法律

対

式

象者 刈谷市シルバー人

１

材センター 事業期間 昭

）

和５４年度 ～

実施方法

会

□直営　□委託　□指

計

定管理　■補助・助成

名

　□その他

担当部 長寿保険部

Ｂ
　
事

一

　
業
　
実
　
績

２３年度

般

実績 ２４年度実績 ２５

会

年度実績 ２６年度計画

計

・補助金の交付 ・補助

高

金の交付 ・補助金の交

齢

付 ・補助金の交付

　シ

者

ルバー人材センターの

能

円滑な運営を支援し、

力

高齢者の能力活用及び

活

生きがいづくりを図る

用

ことができた。

成果

(

事

できたこと)

　経済情

業

勢の変化にともない、

担

企業等からの発注が減

当

少傾向にあり、新たな

課

就業先の確保が必要で

長

ある。
課題

(できなか

寿

 

 ったこと)

指標名

課

称（単位）
実績値 目標

款

値

２３年度 ２４年度 ２

項

５年度 ２６年度 ２８年

目

度

活動 シルバー人材セ

担

ンター会員数（人） 4

当

79 436 412 41

係

2 ―
指標

 
指標

近隣市

管

の会員数（各年度4月

理

1日現在）
他市との 平

係

成25年度  碧南市

3

　452人、安城市　

1

872人、知立市　4

3

72人、高浜市　420人
比較検証 平成24年度　碧南市　471人、安城市　900人、知立市　465人、高浜市　436人

前年度と比較して会員数が減少している市が多い。



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,466 3,384 3,269 3,290 合計 3,268,784 円
役務費 4,935 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 3,263,849 円

一般財源 3,466 3,384 3,269 3,290

職員人件費　② 2,154 1,415 1,403 1,319

総事業費（①＋②） 5,620 4,799 4,672 4,609

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

６

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 高齢者福祉

　

施策体系
施策の内容 高

刈

齢者の社会参加・生き

谷

がいづくり

目
　
　
　
的

市

　地域の高齢者の交流

事

の場である老人いこい

務

主
た
る
内
容

○老人いこ

事

いの場の運営を各管理

業

者に委託す
の場を設置

評

・運営することにより

価

、高齢者の る。
生きが

シ

いと健康づくりを支援

ー

する。

位
置
づ
け

関連計

ト

画 刈谷市介護保険事業

（

計画・刈谷市高齢者福

様

祉計画

根拠法令 刈谷市

式

老人いこいの場設置運

１

営要綱

対象者 60歳以

）

上の高齢者 事業期間 昭

会

和４８年度 ～

実施方法

計

■直営　■委託　□指

名

定管理　□補助・助成

担

　□その他

当部 長寿保険部

一

Ｂ
　
事

般

　
業
　
実
　
績

２３年度

会

実績 ２４年度実績 ２５

計

年度実績 ２６年度計画

老

・いこいの場開設(3

人

6ヶ所) ・いこいの場

い

開設(35ヶ所) ・い

こ

こいの場開設(34ヶ

い

所) ・いこいの場開設

の

(34ヶ所)

　老人い

場

こいの場を開設するこ

整

とにより、地域の高齢

備

者の交流の場を提供し

運

、相互の親睦を図ると

営

ともに、生きがいと健

事

成果 康づくりの推進を

業

図ることができた。

(

担

できたこと)

課題

(で

当

きなか 

 ったこと)

課

指標名称（単位）
実績

長

値 目標値

２３年度 ２４

寿

年度 ２５年度 ２６年度

課

２８年度

活動 いこいの

款

場開設日数（日） 6,

項

815 6,542 6,

目

321 6,321 ―
指

担

標
活動 いこいの場利用

当

者数（人） 76,15

係

0 70,306 64,

管

380 64,380 ―

理

指標
設置箇所数

他市と

係

の 　碧南市 31箇所

3

、安城市 83箇所、

1

知立市 26箇所、高

3

浜市 9箇所
比較検証



できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 参加延人数（人） 696 658 709 780 ―
指標

 
指標

　近隣市においても、委託ではなく老人クラブ連合会の事業として補助する形で、同じような内容の事業を
他市との 実施している。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 794 810 834 0 合計 833,896 円
委託料 833,896 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 794 810 834 0

職員人件費　② 1,077 1,804 1,753 0

総事業費（①＋②） 1,871 2,614 2,587 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ

２

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

６

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

年

　
業
　
概
　
要

総合計画

度

分野 福祉安全

基本施策

　

高齢者福祉
施策体系

施

刈

策の内容 高齢者の社会

谷

参加・生きがいづくり

市

目
　
　
　
的

　高齢者を

事

対象としたスポーツ大

務

会や世代間

主
た
る
内
容

事

○刈谷市老人クラブ連

業

合会へ事業の運営を委

評

交流行事等を行うこと

価

により、生きがいと健

シ

託する。
康づくりの推

ー

進を図る。

位
置
づ
け

関

ト

連計画 刈谷市介護保険

（

事業計画・刈谷市高齢

様

者福祉計画

根拠法令  

式

対象者 老人クラブ会員

１

および60歳以上の高

）

齢者 事業期間 昭和５６

会

年度 ～

実施方法 □直営

計

　■委託　□指定管理

名

　□補助・助成　□そ

担

の他

当部 長寿保険部

一

Ｂ
　
事
　
業
　

般

実
　
績

２３年度実績 ２

会

４年度実績 ２５年度実

計

績 ２６年度計画

・ゲー

高

トボール大会 ・ゲート

齢

ボール大会 ・ゲートボ

者

ール大会 ・ゲートボー

の

ル大会
・グラウンド・

生

ゴルフ大会 ・グラウン

き

ド・ゴルフ大会 ・グラ

が

ウンド・ゴルフ大会 ・

い

グラウンド・ゴルフ大

と

会
・おじいちゃん・お

健

ばあちゃ ・おじいちゃ

康

ん・おばあちゃ ・おじ

づ

いちゃん・おばあちゃ

く

・おじいちゃん・おば

り

あちゃ
んと行く名古屋

推

港水族館 んと行く名古

進

屋港水族館 んと行く名

事

古屋港水族館 んと行く

業

名古屋港水族館
・簡易

担

健康度評価 ・簡易健康

当

度評価 ・簡易健康度評

課

価 ・簡易健康度評価
　

長

※事業統合により「高

寿

齢者の
生きがいと健康

課

づくり推進事
業」とし

款

て実施
（予算額8,6

項

23,000円）
　高

目

齢者を対象としたスポ

担

ーツ大会の開催や世代

当

間交流を図る行事等に

係

より、高齢者の生きが

管

いと健康づくりを推進

理

する

成果 ことができた

係

。

(できたこと)

　参

3

加者が少ない行事につ

1

いては、参加を呼びか

3

ける努力をするとともに、内容について見直す必要がある。
課題

(



,077 424 421 586

総事業費（①＋②） 1,147 484 521 736

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

６

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 福祉安全

度

基本施策 高齢者福祉
施

　

策体系
施策の内容 高齢

刈

者の社会参加・生きが

谷

いづくり

目
　
　
　
的

　

市

高齢者スポーツ大会の

事

全国大会出場者に激

主

務

た
る
内
容

　県代表とし

事

て、全国福祉祭等の高

業

齢者スポ
励金を交付し

評

、高齢者スポーツの奨

価

励を図る ーツ大会の全

シ

国大会に出場する選手

ー

に対し、
。 激励金を交

ト

付する。
　

位
置
づ
け

関

（

連計画 刈谷市介護保険

様

事業計画・刈谷市高齢

式

者福祉計画

根拠法令  

１

対象者 ※主たる内容に

）

記載 事業期間 ～

実施方

会

法 □直営　□委託　□

計

指定管理　■補助・助

名

成　□その他

担当部 長寿保険部

Ｂ
　

一

事
　
業
　
実
　
績

２３年

般

度実績 ２４年度実績 ２

会

５年度実績 ２６年度計

計

画

熊本大会：7人 宮城

高

・仙台大会：6人 高知

齢

大会：10人 栃木大会

者

：13人

　愛知県代表

ス

として全国大会に出場

ポ

する選手に奨励金を交

ー

付する事で、大会出場

ツ

者の士気を高めること

等

ができた。

成果

(でき

奨

たこと)

課題

(できな

励

か 

 ったこと)

指標

事

名称（単位）
実績値 目

業

標値

２３年度 ２４年度

担

２５年度 ２６年度 ２８

当

年度

成果 高齢者スポー

課

ツ大会出場者数（人）

長

7 6 10 13 ―
指標

 

寿

指標
 

他市との
比較検

課

証

款 項 目 担当係 管理

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

係

ス
　
ト

単位：千円
２３

3

年度 ２４年度 ２５年度

1

２６年度 ２５年度

（決

3

算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 70 60 100 150 合計 100,000 円
報償費 100,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 70 60 100 150

職員人件費　② 1



果 行うことができた。

(できたこと)

　高齢者数の増加に伴い、毎年支給総額が増加しているため、支給対象者の見直しが必要である。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 記念品対象者（満75歳以上）（人） 10,580 11,000 11,434 ― ―
指標
活動 敬老金対象者 1,589 1,617 1,662 ― ―
指標 （10,000円／人）

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 28,084 29,288 30,186 41,275 合計 30,186,177 円
報償費 23,228,353 円

財
　
源

特定財源 1 2 1 1 需用費 109,424 円
負担金、補助及び

一般財源 28,083 29,286 30,185 41,2

Ｄ

74 交付金 6,848

　

,400 円

職員人件

　

費　② 2,512 1,

　

698 2,104 1,

Ｏ

979

総事業費（①＋

　

②） 30,596 30

　

,986 32,290

∧

43,254

建
設
事
業

　

全体事業費（単位：千

　

円） 0 ２５年度特定財

実

源名称

２５年度迄の累

　

積事業費 0 市町村権限

　

委譲交付金（県）

２７

施

年度以降の事業費見込

　

0

　
∨

平

Ｐ

成

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

２

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

６

　
業
　
概
　
要

総合計画

年

分野 福祉安全

基本施策

度

高齢者福祉
施策体系

施

　

策の内容 高齢者の社会

刈

参加・生きがいづくり

谷

目
　
　
　
的

　多年に渡

市

り社会の発展に尽くし

事

てきた高齢

主
た
る
内
容

務

○各地区等で行われる

事

老人の日行事に対し補

業

者を敬愛し、長寿を祝

評

うとともに、各地区等

価

助金を交付する。　
へ

シ

の健康・長寿に対する

ー

啓発を行う。 ○満75

ト

歳以上、満87歳、満

（

99歳、満100歳以

様

上
にそれぞれ記念品を

式

贈呈する。
○満80歳

１

、満85歳、満90歳

）

、満95歳、満99歳

会

以上に敬老金（10,

計

000円）を贈呈する

名

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

担

谷市介護保険事業計画

当

・刈谷市高齢者福祉計

部

画

根拠法令 刈谷市補助

長

金交付規則、刈谷市敬

寿

老祝金品支給要綱、刈

保

谷市敬老会事業補助金

険

交付要綱

対象者 市内在

部

住の満75歳以上の人

一

事業期間 ～

実施方法 ■

般

直営　□委託　□指定

会

管理　■補助・助成　

計

□その他

敬老金等支給事業

Ｂ
　
事
　

担

業
　
実
　
績

２３年度実

当

績 ２４年度実績 ２５年

課

度実績 ２６年度計画

記

長

念品対象者(満75歳

寿

以上) 記念品対象者(

課

満75歳以上) 記念品

款

対象者(満75歳以上

項

) 住民基本台帳上の人

目

数による
     　

担

      10,5

当

80人      　 

係

     11,00

管

0人      　  

理

    11,434

係

人 ため、計画・目標値

3

は未設定
敬老金対象者

1

(10,000円／人

3

) 敬老金対象者(10,000円／人) 敬老金対象者(10,000円／人) 。
　　　　　　　1,589人 　　　　　　　1,617人 　　　　　　　1,662人

　多年に渡り社会の発展に尽くしてきた高齢者を敬愛し、長寿を祝うとともに、各地区等への健康・長寿に対する啓発を

成



訪問を行うことにより孤立を防

成果 ぎ、安否確認を行うことができた。

(できたこと)

　高齢化の進行に伴い、ひとり暮らし高齢者の増加が見込まれるため、より一層の周知啓発が必要である。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 声の訪問利用者数（人） 42 47 48 50 50
指標
活動 福祉電話（電話機設置）利用者数（人） 35 35 39 40 40
指標

　県内約3分の2の市で電話機設置の事業を実施している。（緊急通報装置に併せて実施する市もある。）
他市との 　電話機設置はほとんどの市で所得制限（所得税等非課税）があり、設置費用、リース料金、基本料金は市
比較検証 負担、通話料は本人負担が多い。

　なお、電話訪問は県内約3分の1の市が実施。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 913 940 938 0 合計 93

Ｄ

8,133 円
委託料

　

228,000 円

財

　

　
源

特定財源 0 0 0 0

　

扶助費 710,133

Ｏ

 円

一般財源 913 9

　

40 938 0

職員人件

　

費　② 2,871 1,

∧

344 1,333 0

総

　

事業費（①＋②） 3,

　

784 2,284 2,

実

271 0

建
設
事
業

全体

　

事業費（単位：千円）

　

0 ２５年度特定財源名

施

称

２５年度迄の累積事

　

業費 0

２７年度以降の

　

事業費見込 0

∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

６

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 福祉安全

度

基本施策 高齢者福祉
施

　

策体系
施策の内容 高齢

刈

者世帯への生活支援

目

谷

　
　
　
的

　ひとり暮ら

市

し高齢者等に定期的に

事

電話をか

主
た
る
内
容

　

務

65歳以上で在宅のひ

事

とり暮らし高齢者等に

業

けることにより、安否

評

確認と必要な相談を受

価

対し、民生委員が定期

シ

的な電話による声の訪

ー

けるとともに、電話機

ト

を所有していないひと

（

問を行い、安否確認、

様

相談及び助言をする。

式

り暮らし高齢者等の自

１

宅に電話機を設置する

）

　また、電話機（携帯

会

電話を含む）を所有し

計

ことにより、福祉の増

名

進を図る。 ておらず、

担

市民税非課税のひとり

当

暮らし高齢
者（65歳

部

以上）の自宅に電話機

長

を設置し、継
続した安

寿

否確認を可能にする。

保

　電話機設置費用及び

険

毎月の基本料金は市が

部

負担する。

位
置
づ
け

関

一

連計画 刈谷市介護保険

般

事業計画・刈谷市高齢

会

者福祉計画

根拠法令 刈

計

谷市福祉電話事業実施

福

要綱

対象者 ※主たる内

祉

容に記載 事業期間 昭和

電

４９年度 ～

実施方法 ■

話

直営　■委託　□指定

設

管理　■補助・助成　

置

□その他

運営事業
担当課 長

Ｂ
　
事
　

寿

業
　
実
　
績

２３年度実

課

績 ２４年度実績 ２５年

款

度実績 ２６年度計画

声

項

の訪問利用者数：42

目

人 声の訪問利用者数：

担

47人 声の訪問利用者

当

数：48人 声の訪問利

係

用者数：50人
　 　 　

高

　
福祉電話（電話機設

齢

置）利用 福祉電話（電

福

話機設置）利用 福祉電

祉

話（電話機設置）利用

係

福祉電話（電話機設置

3

）利用
者数：35人 者

1

数：35人 者数：39

3

人 者数：40人
　
※事業統合により「高齢者日
常生活支援事業」として実施
（予算額20,090,000円）

　ひとり暮らし高齢者で継続して安否確認の必要な者に対して、定期的に電話による声の



と)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 日常生活用具給付人数（人） 25 24 11 17 17
指標

 
指標

　県内約3分の1の市で同様の事業を実施している。
他市との 　機器給付（設置）以外にも、購入費用の助成（購入額上限、9割補助）という形で、一部自己負担を設け
比較検証 ている市もある。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 317 292 159 0 合計 158,970 円
扶助費 158,970 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 317 292 159 0

職員人件費　② 1,795 1,344 982 0

総事業費（①＋②） 2,112 1,636 1,141 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

６

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 福祉安全

度

基本施策 高齢者福祉
施

　

策体系
施策の内容 高齢

刈

者世帯への生活支援

目

谷

　
　
　
的

　ひとり暮ら

市

し高齢者等が、安全に

事

安心して

主
た
る
内
容

　

務

市民税非課税世帯に属

事

する65歳以上の人で

業

生活できるよう、自宅

評

に日常生活用具を給付

価

、ひとり暮らし又はね

シ

たきり・認知症の人に

ー

することにより、福祉

ト

の増進を図る。 対し、

（

火災警報器・自動消火

様

器・電磁調理器
の日常

式

生活用具を給付する。

１

（火災警報器について

）

は消防法による設置義

会

務）

位
置
づ
け

関連計画

計

刈谷市介護保険事業計

名

画・刈谷市高齢者福祉

担

計画

根拠法令 衣浦東部

当

広域連合火災予防条例

部

、刈谷市高齢者日常生

長

活用具給付事業実施要

寿

綱

対象者 ※主たる内容

保

に記載 事業期間 昭和６

険

０年度 ～

実施方法 ■直

部

営　□委託　□指定管

一

理　■補助・助成　□

般

その他

会計
日常生活用具

Ｂ
　
事
　
業

給

　
実
　
績

２３年度実績

付

２４年度実績 ２５年度

事

実績 ２６年度計画

火災

業

警報器：15人（31

担

台） 火災警報器：10

当

人（19台） 火災警報

課

器：5人（10台） 火

長

災警報器：7人
自動消

寿

火器： 2人 自動消火

課

器： 2人 自動消火器

款

：2人 自動消火器：3

項

人
電磁調理器： 8人

目

電磁調理器：12人 電

担

磁調理器：4人 電磁調

当

理器：7人
　
※事業統

係

合により「高齢者日
常

高

生活支援事業」として

齢

実施
（予算額20,0

福

90,000円）

　ひ

祉

とり暮らし高齢者等が

係

安全に安心して生活で

3

きるよう、日常生活用

1

具を給付し、福祉の増

3

進を図ることができた。

成果

(できたこと)

　高齢化の進行に伴い、ひとり暮らし高齢者の増加が見込まれるため、防災上の観点からも、より一層の周知啓発が必要
課題

である。
(できなか 

 ったこ



度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 家具転倒防止器具取付世帯数 17 28 10 15 15
指標 （世帯）

 
指標

　県内約3分の2の市で同様の事業を実施している。
他市との 　対象者の要件として所得制限を設けている市もある。また、取付金具は全て自己負担の場合と市負担（一
比較検証 定個数を超えた場合は自己負担）の場合がある。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 88 144 67 0 合計 67,284 円
委託料 67,284 円

財
　
源

特定財源 22 27 19 0

一般財源 66 117 48 0

職員人件費　② 1,436 1,344 982 0

総事業費（①＋②） 1,524 1,488 1,049 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 緊急市町村地震防災対策事業
費補助金

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

６

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 福祉

度

安全

基本施策 高齢者福

　

祉
施策体系

施策の内容

刈

高齢者世帯への生活支

谷

援

目
　
　
　
的

　家具転

市

倒防止器具の取付けが

事

身体的な理由

主
た
る
内

務

容

　65歳以上の高齢

事

者のみの世帯に対し、

業

タン
等により困難な世

評

帯に対し、器具の取付

価

けを ス・本棚等に取り

シ

付ける家具転倒防止器

ー

具の
代行することによ

ト

り、災害時における家

（

具転 取付費用を1世帯

様

につき4点まで補助し

式

、災害
倒事故の防止を

１

図り、安心して生活で

）

きる環 発生時において

会

、素早い避難行動の困

計

難な高
境を維持する。

名

齢者の身の安全の確保

担

と被害の軽減を図る。

当

　家具転倒防止に必要

部

な資材の代金は利用者

長

が実費負担する。（1

寿

家具平均1,000円

保

程度）

位
置
づ
け

関連計

険

画 刈谷市介護保険事業

部

計画・刈谷市高齢者福

一

祉計画

根拠法令 刈谷市

般

家具転倒防止器具取付

会

事業実施要綱

対象者 6

計

5歳以上の高齢者のみ

家

の世帯 事業期間 平成１

具

８年度 ～

実施方法 ■直

転

営　■委託　□指定管

倒

理　■補助・助成　□

防

その他

止器具取付事業
担

Ｂ
　
事
　
業

当

　
実
　
績

２３年度実績

課

２４年度実績 ２５年度

長

実績 ２６年度計画

取付

寿

世帯数：17世帯 取付

課

世帯数：28世帯 取付

款

世帯数：10世帯 取付

項

世帯数：15世帯
　
※

目

事業統合により「高齢

担

者日
常生活支援事業」

当

として実施
（予算額2

係

0,090,000円

高

）

　災害時における家

齢

具転倒事故の防止を図

福

り、安心して生活でき

祉

る環境を整えることが

係

できた。

成果

(できた

3

こと)

　高齢化の進行

1

に伴い、対象者の増加

3

が見込まれるため、防災上の観点からも、より一層の周知啓発が必要である。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年



の増加が見込まれるため、より一層の周知啓発が必要である。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 布団乾燥等利用者数（人） 124 126 127 130 130
指標

 
指標

　県内のほとんどの市で同様の事業を実施している。
他市との 　実施回数は月1回から年2回程度とバラツキがあるほか、利用者負担も無料、1回毎の定額、布団1枚につき
比較検証 いくらなど様々である。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,496 3,406 3,556 0 合計 3,556,489 円
委託料 3,393,305 円

財
　
源

特定財源 204 210 200 0 使用料及び賃借料 163,184 円

一般財源 3,292 3,196 3,356 0

職員人件費　② 1,795 1,344

Ｄ

1,333 0

総事業費

　

（①＋②） 5,291

　

4,750 4,889

　

0

建
設
事
業

全体事業費

Ｏ

（単位：千円） 0 ２５

　

年度特定財源名称

２５

　

年度迄の累積事業費 0

∧

在宅福祉事業一部負担

　

金

２７年度以降の事業

　

費見込 0

実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

２

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

６

事
　
業
　
概
　
要

総合計

年

画
分野 福祉安全

基本施

度

策 高齢者福祉
施策体系

　

施策の内容 高齢者世帯

刈

への生活支援

目
　
　
　

谷

的

　高齢者に対し、布

市

団乾燥並びに寝具のク

事

リ

主
た
る
内
容

　65歳

務

以上の高齢者のみの世

事

帯で、布団の衛
ーニン

業

グ及び貸与を行うこと

評

により、清潔な 生管理

価

が困難な人に対し、布

シ

団乾燥車が自宅
寝具で

ー

過ごしてもらい、福祉

ト

の増進を図る。 へ出向

（

き、布団等の乾燥消毒

様

を実施する。
　また、

式

在宅のねたきり又は認

１

知症の高齢者
（見舞金

）

受給者）に対し、寝具

会

のクリーニン
グ又は貸

計

与を実施する。
○利用

名

者負担：1回300円

担

（布団乾燥のみ）

位
置

当

づ
け

関連計画 刈谷市介

部

護保険事業計画・刈谷

長

市高齢者福祉計画

根拠

寿

法令 刈谷市高齢者布団

保

乾燥等事業実施要綱

対

険

象者 ※主たる内容に記

部

載 事業期間 昭和５４年

一

度 ～

実施方法 ■直営　

般

■委託　□指定管理　

会

■補助・助成　□その

計

他

布団乾燥等事業
担

Ｂ
　
事
　
業
　
実

当

　
績

２３年度実績 ２４

課

年度実績 ２５年度実績

長

２６年度計画

布団乾燥

寿

　　　　：98人 布団

課

乾燥　　　　：98人

款

布団乾燥　　　　：9

項

9人 布団乾燥　　　　

目

：100人
寝具クリー

担

ニング：22人 寝具ク

当

リーニング：21人 

係

寝具クリーニング：2

高

2人 寝具クリーニング

齢

： 23人
寝具貸与　

福

　　　： 4人 寝具貸

祉

与　　　　： 7人 寝

係

具貸与　　　　： 6

3

人 寝具貸与　　　　：

1

  7人
　
※事業統合

3

により「高齢者日
常生活支援事業」として実施
（予算額20,090,000円）

　利用者がサービスを利用し快適な睡眠を得ることにより高齢者の健康維持を図るとともに、介護者の負担軽減を図るこ

成果 とができた。

(できたこと)

　高齢化の進行に伴い、対象者



帯の増加が見込まれ、事業費も年々増加しているため、事業のあり
課題

方について検討する必要がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 配食サービス利用者数（人） 258 253 355 360 380
指標 　※H24までは3月時点の利用者数、H25から実人数
活動 延べ利用食数（食） 25,046 25,396 27,763 ― ―
指標

　県内全市で同様の事業を実施している。
他市との 　配食サービスの実施回数は週2回から毎日実施、昼食のみや夕食のみと内容は様々である。また、1食あた
比較検証 りの市の補助額も半額程度補助している市や、配達費のみ補助している市がある。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 14,376 14,553 15,758 18,588 合計 15,7

Ｄ

57,732 円
委託

　

料 15,757,73

　

2 円

財
　
源

特定財源

　

2,208 2,182

Ｏ

2,525 2,700

　

一般財源 12,168

　

12,371 13,2

∧

33 15,888

職員

　

人件費　② 2,154

　

1,698 2,034

実

2,198

総事業費（

　

①＋②） 16,530

　

16,251 17,7

施

92 20,786

建
設

　

事
業

全体事業費（単位

　

：千円） 0 ２５年度特

∨

定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 在宅福祉事業一部負担金

２７年度以降の事業費見込 0

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

６

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 福祉安全

基本

度

施策 高齢者福祉
施策体

　

系
施策の内容 高齢者世

刈

帯への生活支援

目
　
　

谷

　
的

　見守りが必要で

市

、食事の支度が困難な

事

高齢

主
た
る
内
容

　65

務

歳以上の高齢者のみの

事

世帯で、隣接地に
者に

業

対し、配食サービスを

評

提供することによ 扶養

価

義務者が居住せず、配

シ

食サービスの提供
り、

ー

高齢者の食の自立を支

ト

援するとともにそ が必

（

要であると判断された

様

人に対し、毎週木
の安

式

否を確認し、もって福

１

祉の増進を図る。 曜日

）

の昼食と火曜日・金曜

会

日の夕食を配達し
安否

計

確認を行う。（カロリ

名

ー・塩分制限等の
必要

担

の無い人を対象とした

当

一般食）
○利用者負担

部

：1食300円

位
置
づ

長

け

関連計画 刈谷市介護

寿

保険事業計画・刈谷市

保

高齢者福祉計画

根拠法

険

令 刈谷市高齢者配食サ

部

ービス事業実施要綱

対

一

象者 ※主たる内容に記

般

載 事業期間 平成８年度

会

～

実施方法 □直営　■

計

委託　□指定管理　■

配

補助・助成　□その他

食サービス事業
担当

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

課

績

２３年度実績 ２４年

長

度実績 ２５年度実績 ２

寿

６年度計画

利用者数：

課

258人 利用者数：2

款

53人 利用者数：35

項

5人（実人数） 利用者

目

数：360人
　　　　

担

（H24.3の利用者

当

数）　　　　（H25

係

.3の利用者数）　
延

高

べ利用食数：25,0

齢

46食 延べ利用食数：

福

25,396食 延べ利

祉

用食数：27,763

係

食

　見守りの必要な高

3

齢者世帯に対し、配達

1

にあわせて安否確認を

3

行い、利用者の状況等を確認することができた。また、

成果 定期的に栄養バランスのとれた食事を提供することにより、健康で自立した生活を送ることができるよう支援した。

(できたこと)

　高齢化の進行に伴い、ひとり暮らしや高齢者のみ世



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 217 173 128 0 合計 127,500 円
報償費 127,500 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 217 173 128 0

職員人件費　② 718 707 701 0

総事業費（①＋②） 935 880 829 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平

Ｐ
　
　

成

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

２

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

６

　
概
　
要

総合計画
分野

年

福祉安全

基本施策 高齢

度

者福祉
施策体系

施策の

　

内容 高齢者世帯への生

刈

活支援

目
　
　
　
的

　ひ

谷

とり暮らしの高齢者が

市

地域で安心して暮

主
た

事

る
内
容

　市内在住の6

務

5歳以上のひとり暮ら

事

し高齢者
らせるように

業

するとともに、孤独感

評

の解消を のお宅を地区

価

の老人クラブ会員等が

シ

週2回程度
図る。 定期

ー

的に訪問し、安否確認

ト

を行うとともに話
し相

（

手になる。

位
置
づ
け

関

様

連計画 刈谷市介護保険

式

事業計画・刈谷市高齢

１

者福祉計画

根拠法令  

）

対象者 ※主たる内容に

会

記載 事業期間 ～

実施方

計

法 □直営　■委託　□

名

指定管理　□補助・助

担

成　□その他

当部 長寿保険部

一

Ｂ
　

般

事
　
業
　
実
　
績

２３年

会

度実績 ２４年度実績 ２

計

５年度実績 ２６年度計

友

画

友愛訪問の実施 友愛

愛

訪問の実施 友愛訪問の

訪

実施 友愛訪問の実施
　

問

※事業統合により「高

事

齢者日
常生活支援事業

業

」として実施
（予算額

担

20,090,000

当

円）

　ひとり暮らしの

課

高齢者を訪問し、安否

長

の確認をするとともに

寿

話し相手になることに

課

より、孤独感を解消す

款

ることができ

成果 た。

項

(できたこと)

　ひと

目

り暮らしの高齢者が増

担

えているが、本事業の

当

利用者は減少しており

係

、対象となる人へ広く

管

周知するとともに、各

理

単
課題

位老人クラブの

係

積極的な事業の実施に

3

ついて促していく必要

1

がある。
(できなか 

3

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 友愛訪問員数（人） 24 20 14 14 ―
指標
活動 友愛訪問利用者数（人） 27 22 16 16 ―
指標

　各市とも同様の事業は実施しているが、どこの市も利用者数は減少している。
他市との
比較検証



)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 シルバーハウジング部屋数（戸） 53 53 53 53 53
指標

 
指標

　県営・市営住宅のシルバーハウジングに入居している世帯のほか、ひとり暮らしや高齢者のみ世帯に生活
他市との 援助員を派遣している市もある。
比較検証 　利用者負担は無料から月4,900円まで様々である。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 9,876 10,301 10,312 11,695 合計 10,311,812 円
委託料 10,311,812 円

財
　
源

特定財源 43 59 45 48

一般財源 9,833 10,242 10,267 11,647

職員人件費　② 2,154 920 982 1,026

総事業費（①＋②） 12,030 11,221 11,294 12,721

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 シルバーハウジング生活援助
員派遣手数料

２７年度以

Ｄ

降の事業費見込 0

　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ

２

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

６

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

年

概
　
要

総合計画
分野 福

度

祉安全

基本施策 高齢者

　

福祉
施策体系

施策の内

刈

容 高齢者世帯への生活

谷

支援

目
　
　
　
的

　シル

市

バーハウジングに居住

事

する高齢者に対

主
た
る

務

内
容

　老人デイサービ

事

スセンターひまわりに

業

生活
し、生活援助員を

評

派遣して生活指導・相

価

談、 援助員を配置し、

シ

シルバーハウジングに

ー

居住
安否の確認、緊急

ト

時の対応等のサービス

（

を提 する高齢者に対し

様

、定期的な訪問及び電

式

話に
供することにより

１

、高齢者が自立して安

）

全か よる安否確認を行

会

うとともに、緊急通報

計

シス
つ快適な生活を営

名

むことができるよう在

担

宅生 テムにより連絡を

当

受けた場合、すぐに駆

部

け付
活を支援する。 け

長

て適切な対処をする。

寿

なお、夜間及び休日
は

保

緊急通報受報業者によ

険

り対応する。
○生活援

部

助員派遣手数料　月額

一

1,000円
（生活保

般

護法による被保護者世

会

帯及び生計中
心者市民

計

税所得割非課税世帯は

シ

除く。）

位
置
づ
け

関連

ル

計画 刈谷市介護保険事

バ

業計画・刈谷市高齢者

ー

福祉計画

根拠法令 刈谷

ハ

市シルバーハウジング

ウ

生活援助員派遣事業実

ジ

施要綱

対象者 シルバー

ン

ハウジングの入居者 事

グ

業期間 平成１０年度 ～

支

実施方法 □直営　■委

援

託　□指定管理　□補

事

助・助成　□その他

業
担当課 長寿課

款 項

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

目

２３年度実績 ２４年度

担

実績 ２５年度実績 ２６

当

年度計画

部屋数：53

係

戸 部屋数：53戸 部屋

高

数：53戸 部屋数：5

齢

3戸

　シルバーハウジ

福

ングに居住する高齢者

祉

に対して生活援助員を

係

派遣し、生活指導・相

3

談、安否確認、緊急時

1

の対応等のサ

成果 ービ

3

スを提供することによって、高齢者が自立して安全かつ快適な生活を営むことができた。

(できたこと)

課題

(できなか 

 ったこと



きなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 生きがい活動支援通所事業実施延日数（日） 158 153 152 152 ―
指標
活動 生きがい活動支援通所事業利用延人数（人） 1,329 1,175 1,029 1,029 ―
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,570 3,473 3,855 4,910 合計 3,855,083 円
委託料 3,855,083 円

財
　
源

特定財源 664 587 501 1,020

一般財源 2,906 2,886 3,354 3,890

職員人件費　② 359 531 561 440

総事業費（①＋②） 3,929 4,004 4,416 5,350

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 在宅福祉事業一部負担金

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

６

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 福祉安全

度

基本施策 高齢者福祉
施

　

策体系
施策の内容 高齢

刈

者の社会参加・生きが

谷

いづくり

目
　
　
　
的

　

市

家に閉じこもりがちな

事

高齢者に対し、要介

主

務

た
る
内
容

　おおむね6

事

5歳以上で、介護保険

業

の要支援又
護状態にな

評

らないよう通所による

価

介護予防サ は要介護認

シ

定を受けていない人で

ー

、家に閉じ
ービスを提

ト

供し、自立支援と保健

（

福祉の向上 こもりがち

様

な高齢者に対し、高齢

式

者福祉セン
を図る。 タ

１

ー及び東刈谷市民セン

）

ターにおいて生活支
援

会

通所サービス（ミニデ

計

イサービス）を提供
す

名

る。
○あつまりん
　ボ

担

ランティアを利用し、

当

通所型の介護サー
ビス

部

を行う。
○ちびじゃん

長

　活動するボランティ

寿

アの子どもを保育する

保

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

険

谷市介護保険事業計画

部

・刈谷市高齢者福祉計

一

画

根拠法令 刈谷市生き

般

がい活動支援通所事業

会

実施要綱

対象者 ※主た

計

る内容に記載 事業期間

生

平成９年度 ～

実施方法

き

□直営　■委託　□指

が

定管理　□補助・助成

い

　□その他

活動支援通所事業

Ｂ
　
事

担

　
業
　
実
　
績

２３年度

当

実績 ２４年度実績 ２５

課

年度実績 ２６年度計画

長

実施延日数：　158

寿

日 実施延日数：　15

課

3日 実施延日数：　1

款

52日 実施延日数：　

項

152日
利用延人数：

目

1,329人 利用延人

担

数：1,175人 利用

当

延人数：1,029人

係

利用延人数：1,02

管

9人

　通所による各種

理

のサービスを提供する

係

ことにより、社会的孤

3

立感の解消、自立的生

1

活の助長、心身機能の

3

維持向上等を

成果 図ることができた。

(できたこと)

　高齢者の閉じこもりを予防し解消するためには、社会参加の機会を提供することが重要であるため、より一層の周知啓
課題

発が必要である。
(で



助を受けることが困難な高齢者は増加しているため、一時的な住
課題

居として利用できる生活支援ハウスの周知を図る必要がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 生活支援ハウス利用人数（人） 7 7 12 ― ―
指標

 
指標

　県内で一宮市、春日井市、碧南市、豊田市、安城市、西尾市、新城市、高浜市、田原市が同事業を実施。
他市との 　ほとんどが社会福祉法人に運営を委託しており、定員は7名から20名である。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 8,780 8,780 8,780 8,780 合計 8,780,000 円
委託料 8,780,000 円

財
　
源

特定財源 88 312 224 10

一般財源 8,692 8,468 8,556 8,770

職員人件費　② 2,512 1,698 1,683 1,832

総事業費（①＋②） 11,292 10,478 10,463 10,612

建
設
事
業

Ｄ

全体事業費（単位：千

　

円） 0 ２５年度特定財

　

源名称

２５年度迄の累

　

積事業費 0 生活支援ハ

Ｏ

ウス利用負担金

２７年

　

度以降の事業費見込 0

　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ

２

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

６

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

年

概
　
要

総合計画
分野 福

度

祉安全

基本施策 高齢者

　

福祉
施策体系

施策の内

刈

容 高齢者世帯への生活

谷

支援

目
　
　
　
的

　居宅

市

において生活すること

事

に不安がある高

主
た
る

務

内
容

　市内に居住する

事

60歳以上の高齢者に

業

対し、
齢者に対し、一

評

時的な住居を提供し、

価

併せて 住宅改修時、家

シ

族の長期入院・長期出

ー

張中又
必要な介護サー

ト

ビスの利用調整をする

（

ことに は病院・老人保

様

健施設などから退院・

式

退所後
より、高齢者が

１

安心して健康で明るい

）

生活を 自宅での生活に

会

慣れるまでの間などに

計

、6ヶ月
送れるよう支

名

援し、もって高齢者の

担

福祉の増 以内を原則と

当

して住居を提供する。

部

施設には
進を図る。 生

長

活援助員が24時間常

寿

駐し、生活に関する相

保

談や緊急時の対応に当

険

たる。
　利用料は、利

部

用者の収入によって決

一

定する
他、利用に伴う

般

光熱水費や入所保証金

会

が必要
となる。

位
置
づ

計

け

関連計画 刈谷市介護

生

保険事業計画・刈谷市

活

高齢者福祉計画

根拠法

支

令 刈谷市生活支援ハウ

援

ス運営事業実施要綱

対

ハ

象者 ※主たる内容に記

ウ

載 事業期間 平成１９年

ス

度 ～

実施方法 □直営　

運

■委託　□指定管理　

営

□補助・助成　□その

委

他

託事業
担当課 長寿

Ｂ
　
事
　
業
　
実

課

　
績

２３年度実績 ２４

款

年度実績 ２５年度実績

項

２６年度計画

利用人数

目

：　7人 利用人数：　

担

7人 利用人数：　12

当

人 事業の性質上、計画

係

・目標値
延べ日数：8

高

89日 延べ日数：84

齢

8日 延べ日数：171

福

4日 は未設定。

　住宅

祉

改修等により一時的に

係

住居が必要となった高

3

齢者に対して住居を提

1

供することで、高齢者

3

の不安の解消及び必要な

成果 支援等を実施することができた。

(できたこと)

　高齢者を取り巻く環境は日々変化しており、家族の援



99 610 620
指標

 
指標

　県内の約半数の市で同様の事業を実施している。
他市との 　ねたきり・認知症の日常生活自立度等で判定する他、要介護度やその状態が3か月以上継続していること
比較検証 などの要件がある。また、世帯の所得制限（市民税等非課税）の条件を設けている市も多い。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 28,543 28,954 30,425 33,418 合計 30,425,240 円
需用費 30,240 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 扶助費 30,395,000 円

一般財源 28,543 28,954 30,425 33,418

職員人件費　② 1,4

Ｄ

36 2,051 2,0

　

34 2,198

総事業

　

費（①＋②） 29,9

　

79 31,005 32

Ｏ

,459 35,616

　

建
設
事
業

全体事業費（

　

単位：千円） 0 ２５年

∧

度特定財源名称

２５年

　

度迄の累積事業費 0

２

　

７年度以降の事業費見

実

込 0

　
　
施
　
　
∨

在宅ねたきり・認知症高齢者見舞金支給事

業

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

６

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 福祉安全

　

基本施策 高齢者福祉
施

刈

策体系
施策の内容 高齢

谷

者世帯への生活支援

目

市

　
　
　
的

  在宅のね

事

たきり又は認知症の高

務

齢者に見舞

主
た
る
内
容

事

　65歳以上で在宅の

業

ねたきり又は認知症の

評

人
金を支給することに

価

より、その属する世帯

シ

の に対し、月額5,0

ー

00円の見舞金を支給

ト

する。
身体的、精神的

（

及び経済的負担を軽減

様

し、福 　見舞金は、年

式

2回（9月・3月）に

１

分けて、民
祉の増進を

）

図る。 生委員を通じて

会

支給する。

位
置
づ
け

関

計

連計画 刈谷市介護保険

名

事業計画・刈谷市高齢

担

者福祉計画

根拠法令 刈

当

谷市在宅ねたきり・認

部

知症高齢者見舞金支給

長

要綱

対象者 ※主たる内

寿

容に記載 事業期間 昭和

保

４９年度 ～

実施方法 ■

険

直営　□委託　□指定

部

管理　■補助・助成　

一

□その他

般会計 担当課 長寿

Ｂ
　
事
　

課

業
　
実
　
績

２３年度実

款

績 ２４年度実績 ２５年

項

度実績 ２６年度計画

受

目

給者数：580人（後

担

期分） 受給者数：57

当

2人（後期分） 受給者

係

数：599人（後期分

高

） 受給者数：610人

齢

　老人福祉の理念に基

福

づき、ねたきり高齢者

祉

等の属する世帯の身体

係

的、精神的及び経済的

3

負担を軽減し、福祉の

1

増進を図

成果 ることが

3

できた。

(できたこと)

　高齢化の進行に伴い、対象者の増加が見込まれるため、より一層の周知に努め、給付に繋がるようにする必要がある。
課題

　一方、毎年予算額が増加しているため、対象者要件など事業内容については検討する必要がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 在宅ねたきり・認知症高齢者見舞金受給者数（人） 580 572 5



標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 在宅ねたきり・認知症高齢者おむつ費用助成利用券 482 479 436 480 490
指標 交付人数（人）

指標
　県内のほとんどの市で同様の事業を実施している。

他市との 　おむつを現物支給する市もあるが、大半は利用券を交付しており、金額は一月あたり2,500円～7,000円と
比較検証 幅がある。また、要介護認定だけでなく、所得制限（市民税等非課税）の条件を設けている市も多い。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 14,346 14,656 14,609 17,147 合計 14,609,273 円
報償費 36

Ｄ

,000 円

財
　
源

特

　

定財源 0 0 0 0 需用費

　

242,277 円
扶

　

助費 14,330,9

Ｏ

96 円

一般財源 14

　

,346 14,656

　

14,609 17,1

∧

47

職員人件費　② 1

　

,436 1,698 2

　

,034 2,125

総

実

事業費（①＋②） 15

　

,782 16,354

　

16,643 19,2

施

72

建
設
事
業

全体事業

　

費（単位：千円） 0 ２

　

５年度特定財源名称

２

∨

５年度迄の累積事業費

在

0

２７年度以降の事業

宅

費見込 0

ねたきり・認知症高齢者おむつ助成事

業

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

６

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 福祉安全

　

基本施策 高齢者福祉
施

刈

策体系
施策の内容 高齢

谷

者世帯への生活支援

目

市

　
　
　
的

　在宅のねた

事

きり又は認知症の高齢

務

者に対し

主
た
る
内
容

　

事

在宅ねたきり・認知症

業

高齢者見舞金受給者
、

評

おむつ等の購入に要す

価

る費用の一部を助成 で

シ

おむつを利用している

ー

人に対し、一月あた
す

ト

ることにより、介護者

（

の経済的負担を軽減 り

様

3,000円相当のお

式

むつ費用助成利用券を

１

交付
させ、福祉の増進

）

を図る。 する。
　なお

会

、要介護認定4又は5

計

で、市民税非課税
世帯

名

の人は、一月あたり6

担

,000円相当とする

当

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

部

谷市介護保険事業計画

長

・刈谷市高齢者福祉計

寿

画

根拠法令 刈谷市在宅

保

ねたきり・認知症高齢

険

者おむつ費用助成事業

部

実施要綱

対象者 在宅ね

一

たきり認知症高齢者見

般

舞金受給者 事業期間 平

会

成８年度 ～

実施方法 ■

計

直営　□委託　□指定

担

管理　■補助・助成　

当

□その他

課 長寿課

款 項 目 担

Ｂ
　
事
　

当

業
　
実
　
績

２３年度実

係

績 ２４年度実績 ２５年

高

度実績 ２６年度計画

利

齢

用券交付人数：482

福

人 利用券交付人数：4

祉

79人 利用券交付人数

係

：436人 利用券交付

3

人数：480人
　　　

1

　　　　　（後期分）

3

　　　　　　　　（後期分） 　　　　　　　　（後期分）

　おむつ等の購入に要する費用の一部を助成することにより、介護者の経済的負担を軽減させ、福祉の向上を図ることが

成果 できた。

(できたこと)

　高齢化の進行に伴い、在宅で介護を受けるねたきり・認知症高齢者の増加が見込まれるため、より一層の周知に努め、
課題

助成に繋がるようにする必要がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目



護タクシー料金助成利用券 介護タクシー料金助成利用券
交付人数　：178人 交付人数　：217人 交付人数　：251人 交付人数　：260人

　タクシー料金助成利用券の交付により、外出が必要であってもその手段がない状況の解消を図ることができた。

成果

(できたこと)

　高齢化の進行に伴い、対象者の増加が見込まれるため、より一層の周知に努め、助成に繋がるようにする必要がある。
課題

　一方、毎年予算額が増加しているため、対象者要件など事業内容については検討する必要がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 高齢者タクシー料金助成利用券交付人数（人） 148 162 164 170 180
指標
活動 介護タクシー料金助成利用券交付人数（人） 178 217 251 260 270
指標

　県内約半数の市で同様の事業を実施している。
他市との 　1回の乗車につき1枚の利用に制限している市が多い。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

Ｄ

位：千円
２３年度 ２４

　

年度 ２５年度 ２６年度

　

２５年度

（決算） （決

　

算） （決算） （予算）

Ｏ

事業費内訳

事業費　①

　

7,393 8,102

　

8,459 11,20

∧

5 合計 8,459,2

　

50 円
需用費 354

　

,900 円

財
　
源

特

実

定財源 0 0 0 0 扶助費

　

8,104,350 

　

円

一般財源 7,393

施

8,102 8,459

　

11,205

職員人件

　

費　② 2,871 2,

∨

476 2,034 2,125

総事業費（①＋②） 10,264 10,578 10,493 13,330

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

６

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 高齢者福祉

　

施策体系
施策の内容 高

刈

齢者世帯への生活支援

谷

目
　
　
　
的

　移動の際

市

に電車・バス等を利用

事

することが

主
た
る
内
容

務

【高齢者タクシー】
困

事

難な高齢者に対し、タ

業

クシー料金の一部を 　

評

在宅の要支援2以上で

価

、市民税非課税世帯の

シ

助成することにより、

ー

高齢者の外出支援及び

ト

高齢者(65歳以上)

（

に対し、タクシー料金

様

助成
閉じこもりを予防

式

し、また、通常の自家

１

用車 利用券（初乗運賃

）

上限、最大700円）

会

を一月あ
を利用するこ

計

とが困難な高齢者に対

名

し、特殊 たり3枚交付

担

する。
車両タクシー料

当

金の一部を助成するこ

部

とによ 【介護タクシー

長

】
り、医療機関への通

寿

院等を支援し、もって

保

福 　在宅の要介護1以

険

上で、特殊車両の必要

部

な高
祉の増進を図る。

一

齢者(65歳以上)に

般

対し、車椅子用昇降機

会

や寝
台付き車両のタク

計

シー料金助成利用券（

高

定額
）を一月あたり3

齢

枚交付する。

位
置
づ
け

者

関連計画 刈谷市介護保

タ

険事業計画・刈谷市高

ク

齢者福祉計画

根拠法令

シ

刈谷市高齢者タクシー

ー

料金助成事業実施要綱

助

、刈谷市介護タクシー

成

料金助成事業実施要綱

事

対象者 ※主たる内容に

業

記載 事業期間 平成１４

担

年度 ～

実施方法 ■直営

当

　□委託　□指定管理

課

　■補助・助成　□そ

長

の他

寿課

款 項 目 担当係

Ｂ
　
事
　
業
　

高

実
　
績

２３年度実績 ２

齢

４年度実績 ２５年度実

福

績 ２６年度計画

高齢者

祉

タクシー料金助成利用

係

高齢者タクシー料金助

3

成利用 高齢者タクシー

1

料金助成利用 高齢者タ

3

クシー料金助成利用
券交付人数：148人 券交付人数：162人 券交付人数：164人 券交付人数：170人
　 　 　 　
介護タクシー料金助成利用券 介護タクシー料金助成利用券 介



8 ―
指標

指標
　西三河6市のうちで、要支援・要介護認定されていない高齢者に対する改修費の補助は、条件は様々であ

他市との るが碧南市、安城市及び高浜市でも実施している。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 270 280 482 0 合計 481,659 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 481,659 円

一般財源 270 280 482 0

職員人件費　② 72 141 140 0

総事業費（①＋②） 342 421 622 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

６

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 福祉安全

基本施策 高

　

齢者福祉
施策体系

施策

刈

の内容 介護サービスの

谷

充実

目
　
　
　
的

　低所

市

得の高齢者が行う転倒

事

防止のためのバ

主
た
る

務

内
容

　市民税非課税の

事

65歳以上の高齢者の

業

みの世
リアフリー化工

評

事の負担軽減を図り、

価

安心し 帯で、要支援・

シ

要介護認定を受けてい

ー

ない人
て自宅で生活で

ト

きるようにする。 が自

（

宅に手すりの取付けや

様

段差解消等のバリ
アフ

式

リー化工事を行う場合

１

、9万円を上限とし
て

）

かかった費用の9割を

会

補助する。（1人1回

計

）

位
置
づ
け

関連計画 刈

名

谷市介護保険事業計画

担

・刈谷市高齢者福祉計

当

画

根拠法令 刈谷市高齢

部

者住宅バリアフリー化

長

工事費補助金交付要綱

寿

対象者 ※主たる内容に

保

記載 事業期間 平成２０

険

年度 ～

実施方法 ■直営

部

　□委託　□指定管理

一

　■補助・助成　□そ

般

の他

会計
住宅バリアフ

Ｂ
　
事
　
業
　

リ

実
　
績

２３年度実績 ２

ー

４年度実績 ２５年度実

化

績 ２６年度計画

補助実

支

人数：  3人 補助実

援

人数：  4人 補助実

事

人数：  6人 補助実

業

人数：  8人
補助額

担

：270,000円 補

当

助額：279,697

課

円 補助額：481,6

長

59円 補助額：720

寿

,000円
　
※事業統

課

合により「住宅改善
費

款

等補助事業」として実

項

施
（予算額45,52

目

6,000円）

　介護

担

保険の要支援・要介護

当

の状態ではないが、自

係

宅内の移動で転倒の不

介

安を抱える低所得の高

護

齢者が安心して生活で

認

き

成果 る住環境の整備

定

が図られ、要支援・要

給

介護の状態とならない

付

よう支援することがで

係

きた。

(できたこと)

3

課題

(できなか 

 っ

1

たこと)

指標名称（単

3

位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 補助人数（人） 3 4 6



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,656 5,497 5,975 0 合計 5,974,757 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 5,974,757 円

一般財源 4,656 5,497 5,975 0

職員人件費　② 359 354 351 0

総事業費（①＋②） 5,015 5,851 6,326 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

６

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 福祉安全

基本

　

施策 高齢者福祉
施策体

刈

系
施策の内容 介護サー

谷

ビスの充実

目
　
　
　
的

市

　介護認定の軽度者（

事

要支援1・要支援2・

務

要

主
た
る
内
容

　寝具か

事

らの立ち上がりが困難

業

な介護認定の
介護1）

評

の自立支援及び介護者

価

の負担軽減を図 軽度者

シ

が介護支援ベッドを借

ー

りた場合、月額2
る。

ト

,835円を上限とし

（

てかかった費用の9割

様

を補助
する。

位
置
づ
け

式

関連計画 刈谷市介護保

１

険事業計画・刈谷市高

）

齢者福祉計画

根拠法令

会

刈谷市介護支援ベッド

計

貸与利用料補助金交付

名

要綱

対象者 ※主たる内

担

容に記載 事業期間 平成

当

１９年度 ～

実施方法 ■

部

直営　□委託　□指定

長

管理　■補助・助成　

寿

□その他

保険部

一般会計
介

Ｂ
　
事
　

護

業
　
実
　
績

２３年度実

支

績 ２４年度実績 ２５年

援

度実績 ２６年度計画

補

ベ

助実人数：　187人

ッ

補助実人数：　212

ド

人 補助実人数：　22

貸

6人 補助実人数：　2

与

80人
補助額：4,6

利

56,478円 補助額

用

：5,497,053

料

円 補助額：5,974

補

,757円 補助額：7

助

,760,000円
　

事

※事業統合により「住

業

宅改善
費等補助事業」

担

として実施
（予算額4

当

5,526,000円

課

）

　介護認定の軽度者

長

の自立支援と介護者の

寿

負担軽減が図られた。

課

成果

(できたこと)

　

款

高齢者の増加とともに

項

必要コストが大きくな

目

ってしまう。
課題

(で

担

きなか 

 ったこと)

当

指標名称（単位）
実績

係

値 目標値

２３年度 ２４

介

年度 ２５年度 ２６年度

護

２８年度

活動 補助実人

認

数（人） 187 212

定

226 280 ―
指標

指

給

標
　安城市が同様の事

付

業を実施しており、補

係

助上限額も同額である

3

。
他市との
比較検証

1 3



　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,252 1,012 975 1,335 合計 975,000 円
扶助費 975,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 1,252 1,012 975 1,335

職員人件費　② 1,436 920 982 1,026

総事業費（①＋②） 2,688 1,932 1,957 2,361

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

６

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 福祉安全

基本施

　

策 高齢者福祉
施策体系

刈

施策の内容 高齢者世帯

谷

への生活支援

目
　
　
　

市

的

　養護老人ホームに

事

入所している高齢者に

務

生

主
た
る
内
容

　刈谷市

事

が措置し、前月収入額

業

が7,500円未満
活

評

補給金を支給すること

価

により、老人福祉の の

シ

入所者に対し、1人に

ー

つき、生活補給金とし

ト

理念に基づき、高齢者

（

の福祉の増進を図る。

様

て最大月額7,500

式

円を支給する。
　養護

１

老人ホーム入所者の病

）

院の受診費用や
日用生

会

活品の購入などに充て

計

る。

位
置
づ
け

関連計画

名

刈谷市介護保険事業計

担

画・刈谷市高齢者福祉

当

計画

根拠法令 老人福祉

部

法、刈谷市老人ホーム

長

入所者生活補給金支給

寿

事業実施要綱

対象者 ※

保

主たる内容に記載 事業

険

期間 平成１８年度 ～

実

部

施方法 ■直営　□委託

一

　□指定管理　■補助

般

・助成　□その他

会計
老人ホーム入所

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

者

３年度実績 ２４年度実

生

績 ２５年度実績 ２６年

活

度計画

受給者数：14

補

人 受給者数：13人 受

給

給者数：14人 事業の

金

性質上、計画・目標値

支

は未設定。

　生活補給

給

金を支給し、対象者の

事

病院の受診費用や日用

業

生活品の購入に充てる

担

ことにより、対象者が

当

安定した生活を送る

成

課

果 ことができた。

(で

長

きたこと)

 
課題

(で

寿

きなか 

 ったこと)

課

指標名称（単位）
実績

款

値 目標値

２３年度 ２４

項

年度 ２５年度 ２６年度

目

２８年度

活動 老人ホー

担

ム入所者生活補給金受

当

給者数（人） 14 13

係

14 ― ―
指標

 
指標

 

高

他市との
比較検証

齢福祉係

3 1 3

Ｃ



40 合計 120,000 円
扶助費 120,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 240 200 120 240

職員人件費　② 359 495 491 513

総事業費（①＋②） 599 695 611 753

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

６

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 高齢者福祉

　

施策体系
施策の内容 高

刈

齢者世帯への生活支援

谷

目
　
　
　
的

　年金の受

市

給資格の取れなかった

事

外国人無年

主
た
る
内
容

務

　大正15年4月1日

事

以前に出生した外国人

業

で、
金者で一定の要件

評

を満たす方に対し、特

価

別給 老齢福祉年金の所

シ

得基準を満たす方に対

ー

し、
付金を支給し福祉

ト

の向上を図る。 一月あ

（

たり1万円を支給する

様

。

位
置
づ
け

関連計画  

式

根拠法令 刈谷市在日外

１

国人特別給付金支給要

）

綱

対象者 ※主たる内容

会

に記載 事業期間 平成６

計

年度 ～

実施方法 ■直営

名

　□委託　□指定管理

担

　■補助・助成　□そ

当

の他

部 長寿保険部

一般

Ｂ
　
事
　
業
　

会

実
　
績

２３年度実績 ２

計

４年度実績 ２５年度実

在

績 ２６年度計画

受給者

日

数：2人 受給者数：2

外

人 受給者数：1人 事業

国

の性質上、計画・目標

人

値
は未設定。

　大正1

特

5年4月1日以前に出

別

生した外国人は、老齢

給

福祉年金の所得基準を

付

満たした者でも支給が

事

されない為、一月あた

業

り1

成果 万円を特別給

担

付金として支給し、福

当

祉の増進を図ることが

課

できた。

(できたこと

長

)

課題

(できなか 

 

寿

ったこと)

指標名称（

課

単位）
実績値 目標値

２

款

３年度 ２４年度 ２５年

項

度 ２６年度 ２８年度

活

目

動 在日外国人特別給付

担

金受給者数（人） 2 2

当

1 ― ―
指標

 
指標

 
他

係

市との
比較検証

高齢福祉係

3 1 3

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 240 200 120 2



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 52 137 36 0 合計 35,600 円
使用料及び賃借料 35,600 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 52 137 36 0

職員人件費　② 1,436 1,592 1,613 0

総事業費（①＋②） 1,488 1,729 1,649 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

６

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 福祉安全

基本

度

施策 高齢者福祉
施策体

　

系
施策の内容 高齢者の

刈

社会参加・生きがいづ

谷

くり

目
　
　
　
的

　家庭

市

における介護の基本的

事

な知識、技術を

主
た
る

務

内
容

○家庭介護教室を

事

開催する。
身につける

業

機会を提供し、在宅の

評

介護者を支 　
援する。

価

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

シ

市介護保険事業計画・

ー

刈谷市高齢者福祉計画

ト

根拠法令  

対象者 介護

（

に関心のある人 事業期

様

間 平成１６年度 ～

実施

式

方法 ■直営　■委託　

１

□指定管理　□補助・

）

助成　□その他

会計名 担当部 長寿

Ｂ

保

　
事
　
業
　
実
　
績

２３

険

年度実績 ２４年度実績

部

２５年度実績 ２６年度

一

計画

・家庭介護教室の

般

開催(年3回 ・家庭介

会

護教室の開催(年3回

計

・家庭介護教室の開催

在

(年3回 ・家庭介護教

宅

室の開催(年3回
、延

介

べ5日間) 、延べ5日

護

間) 、延べ5日間) 、

実

延べ5日間)
　
※事業

技

統合により「地域介護

研

等推進事業」として実

修

施
（予算額354,0

事

00円）

　専門家によ

業

る講演、演習により、

担

家庭介護に必要な基本

当

的な知識、技術を身に

課

つける機会を提供でき

長

た。

成果

(できたこと

寿

)

　より幅広い世代の

課

方に参加してもらうた

款

め、ＰＲ方法等につい

項

て検討する必要がある

目

。
課題

(できなか 

 

担

ったこと)

指標名称（

当

単位）
実績値 目標値

２

係

３年度 ２４年度 ２５年

管

度 ２６年度 ２８年度

活

理

動 家庭介護教室参加者

係

数（人） 166 184

3

141 145 ―
指標

 

1

指標
　他市においても

3

、愛知県市町村振興協会のこの事業を活用して、同様の研修会を実施している。
他市との
比較検証



アをはじめとす

成果 る各種団体や民間企業など、様々な方面から受講希望が集まるようになった。また、平成24年度から小学校及び中学校で

(できたこと) のサポーター養成講座の開催を働きかけ、子どものうちから認知症に対する理解を深める機会を設けることができた。

　認知症高齢者は増加しており、その家族や地域等への周知や予防啓発は重要であるため、より一層の周知啓発が必要で
課題

ある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 認知症サポーター養成講座受講者累計数（人） 1,300 2,186 3,180 4,480 7,080
指標

 
指標

　県のモデル事業等をいち早く積極的に活用した近隣市（安城市等）と比べると、実績数値が少ない。様々
他市との な機会を通じて、受講に向けての啓発を進めていく必要がある。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

Ｄ

位：千円
２３年度 ２４

　

年度 ２５年度 ２６年度

　

２５年度

（決算） （決

　

算） （決算） （予算）

Ｏ

事業費内訳

事業費　①

　

162 160 187 3

　

54 合計 186,79

∧

0 円
需用費 186,

　

290 円

財
　
源

特定

　

財源 0 0 0 0 役務費 5

実

00 円

一般財源 16

　

2 160 187 354

　

職員人件費　② 1,0

施

77 990 1,052

　

2,711

総事業費（

　

①＋②） 1,239 1

∨

,150 1,239 3,065

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

２

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

６

事
　
業
　
概
　
要

総合計

年

画
分野 福祉安全

基本施

度

策 高齢者福祉
施策体系

　

施策の内容 高齢者の社

刈

会参加・生きがいづく

谷

り

目
　
　
　
的

　認知症

市

に対する正しい知識と

事

その具体的な

主
た
る
内

務

容

　認知症の啓発と認

事

知症に関する知識習得

業

機
対応方法などを理解

評

し、認知症になっても

価

安 会を提供し、認知症

シ

高齢者を取り巻く環境

ー

を
心して暮らし続ける

ト

ことができる地域づく

（

り 整備する。
を推進す

様

る。 ○認知症サポータ

式

ー養成講座
　認知症を

１

正しく理解し、偏見を

）

持たず、認
知症の人や

会

家族に対して温かい目

計

で見守る「
認知症サポ

名

ーター」を養成する。

担

○認知症に関するパン

当

フレットを作成
　民生

部

委員や地域包括支援セ

長

ンター等を通じ
て啓発

寿

を行う。

位
置
づ
け

関連

保

計画 刈谷市介護保険事

険

業計画・刈谷市高齢者

部

福祉計画

根拠法令  

対

一

象者 市民 事業期間 平成

般

１９年度 ～

実施方法 ■

会

直営　□委託　□指定

計

管理　□補助・助成　

認

□その他

知症啓発推進事業

Ｂ
　
事
　

担

業
　
実
　
績

２３年度実

当

績 ２４年度実績 ２５年

課

度実績 ２６年度計画

・

長

認知症サポーター養成

寿

講座 ・認知症サポータ

課

ー養成講座 ・認知症サ

款

ポーター養成講座 ・認

項

知症サポーター養成講

目

座
　15回開催：44

担

2人 　19回開催：8

当

86人 　26回開催：

係

994人 　15回開催

管

：300人（予定）
・

理

パンフレット等を窓口

係

・施 ・パンフレット等

3

を窓口・施 ・パンフレ

1

ット等を窓口・施 ・パ

3

ンフレット等を窓口・施
設にて配布 設にて配布 設にて配布予定 設にて配布予定

　
※事業統合により「地域介護
等推進事業」として実施
（予算額354,000円）

　地域包括支援センターの協力により、地道な広報活動を続けてきた結果、民生・児童委員、ボランティ



ることで、高齢者が心身ともに健全な生活を送ること

成果 ができた。

(できたこと)

課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 養護老人ホーム被措置者数（人） 25 25 27 ― ―
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 59,957 53,923 57,388 71,762 合計 57,388,021 円
報償費 40,000 円

財
　
源

特定財源 58,743 51,692 55,155 69,442 扶助費 57,348,021 円

一般財源 1,214 2,231 2,233 2,320

職員人件費　② 5,025 3,183 2,805 2,931

総事業費（①＋②） 64,982 57,106 60,193 74,693

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の

Ｄ

累積事業費 0 老人ホー

　

ム被措置者負担金
老人

　

ホーム入所者措置収入

　

２７年度以降の事業費

Ｏ

見込 0

　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

６

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 福祉安全

基

度

本施策 高齢者福祉
施策

　

体系
施策の内容 高齢者

刈

世帯への生活支援

目
　

谷

　
　
的

　原則として6

市

5歳以上の者で、身体

事

上又は精

主
た
る
内
容

　

務

養護老人ホーム及び特

事

別養護老人ホーム等
神

業

上の障害があるために

評

日常生活を営むのに （

価

やむを得ない措置）被

シ

措置者の入所施設等
支

ー

障がある者が、心身の

ト

状況、その置かれて に

（

対し、支弁費を支給す

様

る。
いる環境等に応じ

式

て、自立した日常生活

１

を営 ※やむを得ない措

）

置とは、事業者と契約

会

をし
むために最も適切

計

な支援が総合的に受け

名

られ て介護サービスを

担

利用することや、その

当

前提
るように、養護老

部

人ホーム等への入所措

長

置、 となる市町村に対

寿

する要介護認定の申請

保

を期
介護保険サービス

険

の便宜を供与する措置

部

等の 待しがたい場合、

一

又は高齢者虐待等によ

般

り保
積極的な実施に努

会

め、もって当該高齢者

計

の福 護及び支援が必要

老

と認められる場合をい

人

う。
祉の増進を図る。

ホ

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

ー

市介護保険事業計画・

ム

刈谷市高齢者福祉計画

措

根拠法令 老人福祉法、

置

刈谷市老人福祉法施行

事

細則、老人福祉法第2

業

8条の規定による費用

担

徴収規則

対象者 ※主た

当

る内容に記載 事業期間

課

～

実施方法 ■直営　□

長

委託　□指定管理　□

寿

補助・助成　□その他

課

款 項 目 担当係 高齢

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

福

績

２３年度実績 ２４年

祉

度実績 ２５年度実績 ２

係

６年度計画

養護老人ホ

3

ーム被措置者数： 養護

1

老人ホーム被措置者数

3

： 養護老人ホーム被措置者数： 老人福祉法上の措置であるた
25人（年度末時点） 25人（年度末時点） 27人（年度末時点） め、計画・目標値は未設定。

　居宅での生活が困難であった高齢者を養護老人ホームに入所させ



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 0 0 合計 0 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 0 0

職員人件費　② 72 141 140 0

総事業費（①＋②） 72 141 140 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

６

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 福祉安全

基本施策 高

　

齢者福祉
施策体系

施策

刈

の内容 介護サービスの

谷

充実

目
　
　
　
的

　障害

市

者の日常生活及び社会

事

生活を総合的に

主
た
る

務

内
容

　障害者の日常生

事

活及び社会生活を総合

業

的に
支援するための法

評

律による訪問介護を無

価

料で 支援するための法

シ

律による訪問介護を無

ー

料で
利用していた低所

ト

得者が、介護保険法に

（

よる 利用していた低所

様

得者に対し、介護保険

式

法に
訪問介護を利用す

１

ることで新たに発生す

）

る利 よる訪問介護の利

会

用にかかる10％の利

計

用者負
用者負担を軽減

名

し、必要な訪問介護が

担

適切に 担が0％となる

当

よう助成する。
利用で

部

きるようにする。

位
置

長

づ
け

関連計画 刈谷市介

寿

護保険事業計画・刈谷

保

市高齢者福祉計画

根拠

険

法令 刈谷市介護保険訪

部

問介護利用者負担金助

一

成要綱

対象者 ※主たる

般

内容に記載 事業期間 平

会

成１２年度 ～

実施方法

計

■直営　□委託　□指

訪

定管理　■補助・助成

問

　□その他

介護利用者負担助

Ｂ
　
事

成

　
業
　
実
　
績

２３年度

事

実績 ２４年度実績 ２５

業

年度実績 ２６年度計画

担

　 　 　 助成額：22,

当

000円
　 　 　 　
　 　

課

　 ※事業統合により「

長

介護サー
　 　 　 ビス利

寿

用者負担等軽減事業」

課

　　　―――――――

款

　　　―――――――

項

　　　―――――――

目

として実施
（予算額3

担

,452,000円）

当

現時点で該当者はなし

係

。

成果

(できたこと)

介

課題

(できなか 

 っ

護

たこと)

指標名称（単

認

位）
実績値 目標値

２３

定

年度 ２４年度 ２５年度

給

２６年度 ２８年度

活動

付

助成額（円） 0 0 0 2

係

2,000 ―
指標

 
指

3

標
国・県の補助のもと

1

、全国的に実施されて

3

いる。
他市との
比較検証



,802,000 1,608,000 2,156,000 ―
指標

 
指標

　全国で概ね実施されている。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,623 1,802 1,608 0 合計 1,608,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 1,217 1,351 1,206 0 交付金 1,608,000 円

一般財源 406 451 402 0

職員人件費　② 359 354 351 0

総事業費（①＋②） 1,982 2,156 1,959 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 福祉法人等サービス利用軽減
事業費補助金（県）

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

６

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 福祉安全

基本施

　

策 高齢者福祉
施策体系

刈

施策の内容 介護サービ

谷

スの充実

目
　
　
　
的

　

市

社会福祉法人等による

事

低所得の高齢者に対

主

務

た
る
内
容

　対象となる

事

介護保険サービスの利

業

用者負担
する介護保険

評

サービスの利用料等の

価

軽減を促 額、食費及び

シ

居住費等を軽減した社

ー

会福祉法
進し、低所得

ト

の高齢者であっても必

（

要な介護 人等に対し、

様

軽減による損失が1％

式

を超えた場
保険サービ

１

スを利用できるように

）

する。 合に超えた額の

会

50％を補助する。

位

計

置
づ
け

関連計画 刈谷市

名

介護保険事業計画・刈

担

谷市高齢者福祉計画

根

当

拠法令 社会福祉法人等

部

による生計困難者等に

長

対する利用者負担軽減

寿

制度事業費補助金交付

保

要綱

対象者 ※主たる内

険

容に記載 事業期間 平成

部

１２年度 ～

実施方法 ■

一

直営　□委託　□指定

般

管理　■補助・助成　

会

□その他

計
福祉法人等サー

Ｂ
　
事
　

ビ

業
　
実
　
績

２３年度実

ス

績 ２４年度実績 ２５年

利

度実績 ２６年度計画

補

用

助法人数： 　 1法

軽

人 補助法人数： 　 

減

3法人 補助法人数： 

事

　 3法人 補助法人数

業

：　　 ―
補助額：1

担

,623,000円 補

当

助額：1,802,0

課

00円 補助額：1,6

長

08,000円 補助額

寿

：2,156,000

課

円
　
※事業統合により

款

「介護サー
ビス利用者

項

負担等軽減事業」
とし

目

て実施
（予算額3,4

担

52,000円）

　社

当

会福祉法人等による低

係

所得高齢者に対する軽

介

減が促進され、低所得

護

の高齢者が必要なサー

認

ビスを利用することが

定

でき

成果 た。

(できた

給

こと)

 
課題

(できな

付

か 

 ったこと)

指標

係

名称（単位）
実績値 目

3

標値

２３年度 ２４年度

1

２５年度 ２６年度 ２８

3

年度

活動 補助額（円） 1,623,000 1



こと) 等が350万円以下であること等を加え、助成受給資格の適正化を図っている。　 

課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 助成人数（人） 47 23 24 37 ―
指標

指標
　助成対象条件や助成割合は異なるが、県内では18保険者が実施している。

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,359 826 760 3,452 合計 759,861 円
扶助費 759,861 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 1,635

一般財源 1,359 826 760 1,817

職員人件費　② 718 707 701 1,246

総事業費（①＋②） 2,077 1,533 1,461 4,698

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

６

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 福祉安全

基本

　

施策 高齢者福祉
施策体

刈

系
施策の内容 介護サー

谷

ビスの充実

目
　
　
　
的

市

　低所得のため生計の

事

維持が困難な世帯の高

務

主
た
る
内
容

　市民税が

事

非課税の人のみの世帯

業

で、負担能
齢者であっ

評

ても、必要な介護保険

価

の居宅サー 力のある親

シ

族等に扶養されておら

ー

ず、1人世帯
ビス、地

ト

域密着型サービス及び

（

住宅改修が利 の場合で

様

は預貯金等が350万

式

円以下、前年収入
用で

１

きるようにする。 額が

）

103万円以下等の要

会

件を満たす高齢者に対

計

し、居宅サービス等の

名

利用に係る10％の利

担

用
者負担額の50％を

当

申請に基づき助成する

部

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

長

谷市介護保険事業計画

寿

・刈谷市高齢者福祉計

保

画

根拠法令 刈谷市介護

険

保険居宅サービス等利

部

用者負担額助成事業実

一

施要綱

対象者 ※主たる

般

内容に記載 事業期間 平

会

成１３年度 ～

実施方法

計

■直営　□委託　□指

居

定管理　■補助・助成

宅

　□その他

サービス等利用者

Ｂ
　
事

負

　
業
　
実
　
績

２３年度

担

実績 ２４年度実績 ２５

助

年度実績 ２６年度計画

成

助成人数：　　 47

事

人 助成人数：　　 2

業

3人 助成人数：　　 

担

24人 助成人数：　　

当

 37人
助成額：1,

課

359,010円 助成

長

額：　825,973

寿

円 助成額：  759

課

,861円 助成額：1

款

,272,000円
　

項

※事業統合により「介

目

護サー
ビス利用者負担

担

等軽減事業」
として実

当

施
（予算額3,452

係

,000円）

　生活の

介

維持が困難な高齢者で

護

あっても、必要な介護

認

保険サービスを利用す

定

ることができた。

成果

給

　平成23年4月1日

付

から助成受給資格要件

係

に、負担能力のある親

3

族等に扶養されていな

1

いこと、1人世帯の場

3

合では預貯金

(できた



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 24 24 24 28 合計 24,000 円
報償費 24,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 24 24 24 28

職員人件費　② 359 354 351 366

総事業費（①＋②） 383 378 375 394

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ

２

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

６

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

年

概
　
要

総合計画
分野 福

度

祉安全

基本施策 高齢者

　

福祉
施策体系

施策の内

刈

容 介護サービスの充実

谷

目
　
　
　
的

　介護支援

市

専門員（ケアマネジャ

事

ー）のスキ

主
た
る
内
容

務

　介護支援専門員を対

事

象に、ケアマネジメン

業

ルアップを図をり、高

評

齢者が適切なケアプラ

価

トリーダー等によるケ

シ

アプランの事例調査・

ー

ンのもとで介護保険サ

ト

ービスを利用できるよ

（

指導・作成技術向上の

様

ための研修を行う。
う

式

にする。

位
置
づ
け

関連

１

計画 刈谷市介護保険事

）

業計画・刈谷市高齢者

会

福祉計画

根拠法令 介護

計

保険法

対象者 市内介護

名

支援専門員 事業期間 平

担

成１８年度 ～

実施方法

当

■直営　□委託　□指

部

定管理　□補助・助成

長

　□その他

寿保険部

一般会計

Ｂ
　
事

ケ

　
業
　
実
　
績

２３年度

ア

実績 ２４年度実績 ２５

プ

年度実績 ２６年度計画

ラ

ケアプラン指導研修会

ン

：2回 ケアプラン指導

指

研修会：2回 ケアプラ

導

ン指導研修会：2回 ケ

研

アプラン指導研修会：

修

2回

　介護支援専門員

事

のケアプラン作成技術

業

の向上が図られ、高齢

担

者も適切なケアプラン

当

に基づくサービス利用

課

ができた。

成果

(でき

長

たこと)

　より多くの

寿

介護支援専門が参加す

課

ることが効果に繋がる

款

ため、参加者を増やす

項

取組みが必要である。

目

課題

(できなか 

 っ

担

たこと)

指標名称（単

当

位）
実績値 目標値

２３

係

年度 ２４年度 ２５年度

介

２６年度 ２８年度

活動

護

開催数（回） 2 2 2 2

認

―
指標
活動 延参加人数

定

（人） 50 46 64 6

給

0 ―
指標

　近隣市での

付

実施のない刈谷市独自

係

の事業である。
他市と

3

の
比較検証

1 3



業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 10,800 0 合計 10,800,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 10,800 0 交付金 10,800,000 円

一般財源 0 0 0 0

職員人件費　② 0 0 70 0

総事業費（①＋②） 0 0 10,870 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 介護職員処遇改善等臨時特例
基金事業費補助金（県）

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

認知症高齢者グループホーム施設開設準備

経費補助事業

平成２６

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

　

画
分野 福祉安全

基本施

刈

策 高齢者福祉
施策体系

谷

施策の内容 介護サービ

市

スの充実

目
　
　
　
的

　

事

開設時から質の高いサ

務

ービスを提供するた

主

事

た
る
内
容

　民間事業者

業

が整備する認知症高齢

評

者グルー
めの体制整備

価

を図ることを目的とす

シ

る。 プホームの開設準

ー

備経費に対して、１施

ト

設に
つき600千円×

（

定員を上限とした補助

様

金を交付
する。平成2

式

5年度は刈谷市南部圏

１

域に１施設
の整備を行

）

う。

位
置
づ
け

関連計画

会

第５期介護保険事業計

計

画

根拠法令 介護保険法

名

対象者 事業者 事業期間

担

平成２５年度 ～ 平成２

当

５年度

実施方法 □直営

部

　□委託　□指定管理

長

　■補助・助成　□そ

寿

の他

保険部

一般会計 担

Ｂ
　
事
　
業
　

当

実
　
績

２３年度実績 ２

課

４年度実績 ２５年度実

長

績 ２６年度計画

補助件

寿

数　1件 　 補助件数　

課

1件 　
補助額　　10

款

,800千円 　 補助額

項

　　10,800千円

目

　
　 　
　 　
　　　――

担

――――― 　　　――

当

―――――

事業者は補

係

助金を活用し、職員の

介

雇い上げ、職員の募集

護

、初度設備等の購入等

保

を行い、開設時からの

険

運営を円滑に行うこ

成

企

果 とができ、質の高い

画

サービスを提供するこ

係

とができた。

(できた

3

こと)

課題

(できなか

1

 

 ったこと)

指標名

3

称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 介護職員処遇改善等臨時特例基金事業費補助金（千 10,800 ― 10,800 ― ―
指標 円）

指標

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 84,117 78,798 78,286 85,774 合計 78,286,139 円
需用費 293,139 円

財
　
源

特定財源 5,659 6,231 5,805 7,785 委託料 77,993,000 円

一般財源 78,458 72,567 72,481 77,989

職員人件費　② 1,077 707 701 733

総事業費（①＋②） 85,194 79,505 78,987 86,507

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 老人ホーム扶養義務者負担金
老人ホーム被措置者負担金

２７年度以降の事業費見込 0 在宅老人短期保護手数料
老人ホーム入所者措置収入

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

６

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 高齢者福祉

　

施策体系
施策の内容 高

刈

齢者福祉施設の充実

目

谷

　
　
　
的

　老人福祉法

市

に基づく、主に経済的

事

な理由で

主
た
る
内
容

○

務

施設の管理運営を指定

事

管理者である刈谷市
居

業

宅において生活をする

評

ことが困難な65歳以

価

社会福祉協議会に委託

シ

する。
上の高齢者を入

ー

所させ、養護するため

ト

の施設 ○施設の修繕等

（

で、入所者が自立した

様

日常生活を営み、社会

式

的活動に参加するため

１

に必要な指導や訓練を

）

行うことを目的とする

会

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

計

谷市介護保険事業計画

名

・刈谷市高齢者福祉計

担

画

根拠法令 老人福祉法

当

、刈谷市老人福祉法施

部

行細則、刈谷市ふれあ

長

いの里条例

対象者 ※目

寿

的に記載 事業期間 ～

実

保

施方法 ■直営　□委託

険

　■指定管理　□補助

部

・助成　□その他

一般会計
養護老人ホ

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

ー

３年度実績 ２４年度実

ム

績 ２５年度実績 ２６年

管

度計画

・養護老人ホー

理

ム管理運営委 ・養護老

運

人ホーム管理運営委 ・

営

養護老人ホーム管理運

事

営委 ・養護老人ホーム

業

管理運営委
託 託 託 託
・

担

施設の修繕等 ・施設の

当

修繕等 ・施設の修繕等

課

・施設の修繕等

　入所

長

者の生活援助や社会参

寿

加の促進及び生活環境

課

の整備を図ることがで

款

きた。

成果

(できたこ

項

と)

 
課題

(できなか

目

 

 ったこと)

指標名

担

称（単位）
実績値 目標

当

値

２３年度 ２４年度 ２

係

５年度 ２６年度 ２８年

管

度

活動 刈谷市養護老人

理

ホーム入所者数（人）

係

29 28 29 ― ―
指標

3

 
指標

　老人福祉法に

1

基づいた行政の措置施

6

設であるため、他市でも同様の事業を実施している。
他市との
比較検証



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 72,623 68,590 72,380 76,226 合計 72,379,635 円
需用費 3,542,175 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 10 役務費 61,034 円
委託料 66,332,000 円

一般財源 72,623 68,590 72,380 76,216 使用料及び賃借料
2,444,426 円

職員人件費　② 1,077 707 701 733

総事業費（①＋②） 73,700 69,297 73,081 76,959

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 施設賠償責任保険金収入

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

６

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 福祉

度

安全

基本施策 高齢者福

　

祉
施策体系

施策の内容

刈

高齢者福祉施設の充実

谷

目
　
　
　
的

　高齢者福

市

祉の拠点として、生き

事

がいと健康

主
た
る
内
容

務

○施設の管理運営を指

事

定管理者である刈谷市

業

づくり、交流の場を提

評

供し、高齢者福祉の向

価

社会福祉協議会に委託

シ

する。
上を図る。 ○施

ー

設の修繕等

位
置
づ
け

関

ト

連計画 刈谷市介護保険

（

事業計画・刈谷市高齢

様

者福祉計画

根拠法令 刈

式

谷市ふれあいの里条例

１

、刈谷市ふれあいの里

）

条例施行規則

対象者 6

会

0歳以上の高齢者 事業

計

期間 平成９年度 ～

実施

名

方法 ■直営　□委託　

担

■指定管理　□補助・

当

助成　□その他

部 長寿保険部

一般

Ｂ

会

　
事
　
業
　
実
　
績

２３

計

年度実績 ２４年度実績

高

２５年度実績 ２６年度

齢

計画

・大浴室利用 ・大

者

浴室利用 ・大浴室利用

交

・大浴室利用
・講座の

流

開催　 ・講座の開催 ・

プ

講座の開催 ・講座の開

ラ

催
・行事の開催 ・行事

ザ

の開催 ・行事の開催 ・

管

行事の開催
・施設の修

理

繕等 ・施設の修繕等

　

運

利用者の生きがいと健

営

康づくりの推進を図る

事

ことができた。

成果

(

業

できたこと)

課題

(で

担

きなか 

 ったこと)

当

指標名称（単位）
実績

課

値 目標値

２３年度 ２４

長

年度 ２５年度 ２６年度

寿

２８年度

活動 高齢者交

課

流プラザ延べ利用者数

款

（人） 111,329

項

114,002 114

目

,336 115,00

担

0 ―
指標
活動 大浴室利

当

用者数（人） 61,1

係

66 59,867 58

管

,533 59,000

理

―
指標

　近隣市におい

係

ても福祉施設は整備さ

3

れているが、本市の設

1

備の充実度は高い。
他

7

市との
比較検証



。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 27,001 28,857 29,281 30,327 合計 29,280,776 円
需用費 519,750 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 10 役務費 17,026 円
委託料 28,744,000 円

一般財源 27,001 28,857 29,281 30,317

職員人件費　② 1,077 707 701 733

総事業費（①＋②） 28,078 29,564 29,982 31,060

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 施設賠償責任保険金収入

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

６

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 高齢者福祉

　

施策体系
施策の内容 高

刈

齢者福祉施設の充実

目

谷

　
　
　
的

　高齢者福祉

市

の拠点として、生きが

事

いと健康

主
た
る
内
容

○

務

施設の管理運営を指定

事

管理者である刈谷市
づ

業

くり、交流の場を提供

評

し、高齢者福祉の向 社

価

会福祉協議会に委託す

シ

る。
上を図る。 ○施設

ー

の修繕等

位
置
づ
け

関連

ト

計画 刈谷市介護保険事

（

業計画・刈谷市老人福

様

祉計画

根拠法令 刈谷市

式

一ツ木福祉センター条

１

例、刈谷市一ツ木福祉

）

センター条例施行規則

会

対象者 60歳以上の高

計

齢者 事業期間 平成１０

名

年度 ～

実施方法 ■直営

担

　□委託　■指定管理

当

　□補助・助成　□そ

部

の他

長寿保険部

一般会

Ｂ
　
事
　
業
　

計

実
　
績

２３年度実績 ２

い

４年度実績 ２５年度実

き

績 ２６年度計画

・トレ

い

ーニング室利用 ・トレ

き

ーニング室利用 ・トレ

プ

ーニング室利用 ・トレ

ラ

ーニング室利用
・歩行

ザ

プール利用 ・歩行プー

管

ル利用 ・歩行プール利

理

用 ・歩行プール利用
・

運

講座の開催 ・講座の開

営

催 ・講座の開催 ・講座

事

の開催
・行事の開催 ・

業

行事の開催 ・行事の開

担

催 ・行事の開催

　利用

当

者の生きがいと健康づ

課

くりの推進及び施設の

長

環境整備を図ることが

寿

できた。

成果

(できた

課

こと)

　施設の老朽化

款

により、修繕の必要な

項

箇所が増えてきている

目

。
課題

(できなか 

 

担

ったこと)

指標名称（

当

単位）
実績値 目標値

２

係

３年度 ２４年度 ２５年

管

度 ２６年度 ２８年度

活

理

動 いきいきプラザ入館

係

者数（人） 48,44

3

2 48,474 45,

1

027 49,000 ―

7

指標
活動 トレーニング室利用者数（人） 25,661 24,176 23,964 26,000 ―
指標

　近隣市においても福祉施設は整備されているが、本市の設備の充実度は高い



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,234 6,078 4,173 6,437 合計 4,173,356 円
賃金 3,249,250 円

財
　
源

特定財源 457 515 557 391 報償費 336,000 円
需用費 436,906 円

一般財源 3,777 5,563 3,616 6,046 役務費 151,200 円

職員人件費　② 718 495 561 733

総事業費（①＋②） 4,952 6,573 4,734 7,170

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 行政財産目的外使用料

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

６

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 福祉安

度

全

基本施策 高齢者福祉

　

施策体系
施策の内容 高

刈

齢者福祉施設の充実

目

谷

　
　
　
的

　高齢者福祉

市

の拠点として、生きが

事

いと健康

主
た
る
内
容

○

務

施設の管理運営及び各

事

種講座の開催
づくり、

業

交流の場を提供し、高

評

齢者福祉の向
上を図る

価

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

シ

谷市介護保険事業計画

ー

・刈谷市高齢者福祉計

ト

画

根拠法令 刈谷市南部

（

福祉センター条例、ぬ

様

くもりプラザ処務規則

式

対象者 60歳以上の高

１

齢者 事業期間 平成１３

）

年度 ～

実施方法 ■直営

会

　□委託　□指定管理

計

　□補助・助成　□そ

名

の他

担当部 長寿保険部

Ｂ
　
事
　
業
　

一

実
　
績

２３年度実績 ２

般

４年度実績 ２５年度実

会

績 ２６年度計画

・浴室

計

利用 ・浴室利用 ・浴室

ぬ

利用 ・浴室利用
・マッ

く

サージ室利用 ・マッサ

も

ージ室利用 ・マッサー

り

ジ室利用 ・マッサージ

プ

室利用
・ふれあい交流

ラ

室利用 ・ふれあい交流

ザ

室利用 ・ふれあい交流

管

室利用 ・ふれあい交流

理

室利用
・講座の開催 ・

運

講座の開催 ・講座の開

営

催 ・講座の開催

　利用

事

者の生きがいと健康づ

業

くりの推進及び施設の

担

環境整備を図ることが

当

できた。

成果

(できた

課

こと)

　施設の老朽化

長

により、修繕の必要な

寿

箇所が増えてきている

課

。
課題

(できなか 

 

款

ったこと)

指標名称（

項

単位）
実績値 目標値

２

目

３年度 ２４年度 ２５年

担

度 ２６年度 ２８年度

活

当

動 ぬくもりプラザ延べ

係

利用者数（人） 56,

管

826 55,772 5

理

8,383 59,00

係

0 ―
指標
活動 浴室利用

3

者数（人） 26,09

1

2 24,255 25,

7

775 27,000 ―
指標

　近隣市においても福祉施設は整備されているが、本市の設備の充実度は高い。
他市との
比較検証



の充実度は高い。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 19,264 18,453 18,946 20,023 合計 18,946,154 円
需用費 667,750 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 10 役務費 12,094 円
委託料 16,286,310 円

一般財源 19,264 18,453 18,946 20,013 使用料及び賃借料
1,980,000 円

職員人件費　② 1,436 707 701 733

総事業費（①＋②） 20,700 19,160 19,647 20,756

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0 施設賠償責任保険金収入

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

６

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 福祉

度

安全

基本施策 高齢者福

　

祉
施策体系

施策の内容

刈

高齢者福祉施設の充実

谷

目
　
　
　
的

　高齢者福

市

祉の拠点として、生き

事

がいと健康

主
た
る
内
容

務

○施設の管理運営を指

事

定管理者である刈谷市

業

づくりの場を提供し、

評

高齢者福祉の向上を図

価

シルバー人材センター

シ

に委託する。
る。 ○施

ー

設の修繕等

位
置
づ
け

関

ト

連計画 刈谷市介護保険

（

事業計画・刈谷市高齢

様

者福祉計画

根拠法令 刈

式

谷市高齢者生きがい施

１

設条例、刈谷市高齢者

）

生きがい施設条例施行

会

規則

対象者 60歳以上

計

の高齢者 事業期間 昭和

名

６２年度 ～

実施方法 ■

担

直営　□委託　■指定

当

管理　□補助・助成　

部

□その他

長寿保険部

一般会

Ｂ
　
事
　

計

業
　
実
　
績

２３年度実

生

績 ２４年度実績 ２５年

き

度実績 ２６年度計画

・

が

高齢者市民講座の開催

い

・高齢者市民講座の開

セ

催 ・高齢者市民講座の

ン

開催 ・高齢者市民講座

タ

の開催
・講座室、多目

ー

的室等の利用 ・講座室

管

、多目的室等の利用 ・

理

講座室、多目的室等の

運

利用 ・講座室、多目的

営

室等の利用
・施設の修

事

繕等 ・施設の修繕等 ・

業

施設の修繕等 ・施設の

担

修繕等

　利用者の生き

当

がいと健康づくりの推

課

進及び施設の環境整備

長

を図ることができた。

寿

成果

(できたこと)

　

課

施設の老朽化により、

款

修繕の必要な箇所が増

項

えてきている。
課題

(

目

できなか 

 ったこと

担

)

指標名称（単位）
実

当

績値 目標値

２３年度 ２

係

４年度 ２５年度 ２６年

管

度 ２８年度

活動 高齢者

理

市民講座参加者延人数

係

（人） 5,608 5,

3

538 5,393 5,

1

700 ―
指標
活動 生き

7

がいセンター延べ利用者数（人） 23,684 24,226 23,535 25,000 ―
指標

　近隣市においても福祉施設は整備されているが、本市の設備



事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 855 647 1,700 合計 646,800 円
需用費 646,800 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 855 647 1,700

職員人件費　② 0 531 561 586

総事業費（①＋②） 0 1,386 1,208 2,286

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

老人デイサービスセンターたんぽぽ管理運

営事業

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

６

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 福祉安全

　

基本施策 高齢者福祉
施

刈

策体系
施策の内容 高齢

谷

者福祉施設の充実

目
　

市

　
　
的

　利用者に安全

事

で快適な環境を提供し

務

、利便

主
た
る
内
容

①1

事

階浴場補給水弁取替修

業

繕
性の向上及び高齢者

評

福祉の増進を図る。 ②

価

1階ろ過装置ろ過ポン

シ

プ取替修繕

位
置
づ
け

関

ー

連計画

根拠法令 刈谷市

ト

南部福祉センター条例

（

、刈谷市南部福祉セン

様

ター条例施行規則

対象

式

者 介護保険法の規定に

１

準じる 事業期間 平成１

）

３年度 ～

実施方法 □直

会

営　□委託　■指定管

計

理　□補助・助成　□

名

その他

担当部 長寿保険部

Ｂ
　
事
　
業

一

　
実
　
績

２３年度実績

般

２４年度実績 ２５年度

会

実績 ２６年度計画

　 ①

計

1階浴場補給水弁取替

担

修繕 ①ろ過装置センサ

当

ー他修繕 ①空調機加湿

課

装置修繕
　 ②1階ろ過

長

装置ろ過ポンプ取替②

寿

排気ファン修繕 ②空調

課

機小型モーター修繕
　

款

修繕 ③リフト浴槽推薦

項

取替修繕
　
　　　――

目

―――――

　施設の不

担

具合箇所を修繕するこ

当

とにより、安全で快適

係

な環境を提供し、もっ

管

て利用者の利便性向上

理

及び高齢者福祉の増

成

係

果 進を図ることができ

3

た。

(できたこと)

課

1

題

(できなか 

 った

7

こと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 老人デイサービスセンターたんぽぽ実施日数（日） 287 292 293 ― ―
指標
活動 老人デイサービスセンターたんぽぽ利用者数（人） 5,662 5,717 5,785 ― ―
指標

他市との
比較検証

Ｃ
　



115,000 ―
指標
活動 大浴室利用者数（人） 61,166 59,867 58,533 62,000 ―
指標

　近隣市においても福祉施設は整備されているが、本市の設備の充実度は高い。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２５年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 9,737 28,610 23,920 合計 28,610,400 円
工事請負費 28,610,400 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 9,737 28,610 23,920

職員人件費　② 0 849 842 733

総事業費（①＋②） 0 10,586 29,452 24,653

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２５年度特定財源名称

２５年度迄の累積事業費 0

２７年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

６

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 福祉安全

度

基本施策 高齢者福祉
施

　

策体系
施策の内容 高齢

刈

者福祉施設の充実

目
　

谷

　
　
的

　利用者に安全

市

で快適な環境を提供し

事

、利便

主
た
る
内
容

　施

務

設の不具合箇所の修繕

事

及び改修工事。
性の向

業

上及び高齢者福祉の増

評

進を図る。

位
置
づ
け

関

価

連計画 刈谷市介護保険

シ

事業計画・刈谷市高齢

ー

者福祉計画

根拠法令 刈

ト

谷市ふれあいの里条例

（

、刈谷市ふれあいの里

様

条例施行規則

対象者 6

式

0歳以上の高齢者 事業

１

期間 ～

実施方法 ■直営

）

　□委託　□指定管理

会

　□補助・助成　□そ

計

の他

名 担当部 長寿保険

Ｂ
　
事
　
業
　

部

実
　
績

２３年度実績 ２

一

４年度実績 ２５年度実

般

績 ２６年度計画

 ・雨

会

漏り改修工事 ・東側浴

計

室等改修工事 ・非常用

高

給水設備設置工事
 ・

齢

陶芸室東側ガラス等改

者

修工 ・西側駐車場改修

交

工事 ・ナースコール更

流

新工事
 事 ・身障者用

プ

トイレ内オストメ ・非

ラ

常放送設備修繕
 ・高

ザ

圧受電設備修繕工事 イ

整

ト設置工事 ・排水用水

備

中ポンプ修繕
　　　―

事

――――――　　　 ・

業

自動ドア修繕工事 ・建

担

物外廻通路デッキ等塗

当

装 ・講座室ＦＣＵ修繕

課

・誘導灯取替工事 工事

長

・ろ過装置修繕
・電話

寿

設備更新工事 ・加熱ポ

課

ンプ他修繕
・熱交加熱

款

ポンプ整備工事 ・消火

項

設備修繕
・東側浴室改

目

修工事設計業務 ・大集

担

会室音響設備修繕
委託

当

・ミニシアター音響設

係

備修繕
　施設の不具合

管

箇所を改修することに

理

より、利用者が安全か

係

つ快適に利用できる環

3

境を整備することがで

1

きた。

成果

(できたこ

7

と)

課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

活動 高齢者交流プラザ延べ利用者数（人） 111,329 114,002 114,336


